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『
統
治
二
論
』
の
国
際
的
文
脈

―
―
「
連
合
権
力
」
を
め
ぐ
っ
て（

１
）

安　

武　

真　

隆

は
じ
め
に

第
一
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排
斥
法
危
機
（
一
六
八
〇
年
）
カ
ト
リ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
と
の
対
抗

第
二
章　

名
誉
革
命
（
一
六
八
八
年
）
征
服
と
古
来
国
制

　

第
一
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オ
ラ
ン
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に
よ
る
征
服

　

第
二
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ブ
リ
テ
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に
お
け
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古
来
国
制
の
勝
利

第
三
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ロ
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ク
『
統
治
二
論
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第
一
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同
君
連
合
と
「
連
合
権
力
」

　

第
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自
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状
態
」
と
「
連
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者
の
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と
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思
慮
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は
じ
め
に

周
知
の
様
に
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
は
『
統
治
二
論
』（T

w
o T

reatises of G
overnm

ent

）（
２
）に

お
い
て
、「
連
合
権
力
（federative 

Pow
er

）」
を
「
当
該
政
治
共
同
体
の
外
部
に
あ
る
す
べ
て
の
人
々
や
共
同
体
に
対
し
て
、
戦
争
と
和
平
、
盟
約
と
同
盟
、
そ
の
他
す
べ
て

の
交
渉
を
行
う
権
力
」（12. 146

）
と
定
式
化
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
一
国
内
に
お
け
る
権
力
分
立
の
一
翼
を
担
う
も
の
と
し
つ
つ
も
、「
執

行
権
力
ほ
ど
に
は
、
既
成
の
恒
常
的
で
実
体
的
な
法
に
よ
る
規
制
を
受
け
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
公
共
の
善
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る

た
め
に
、
そ
れ
を
手
に
す
る
者
の
思
慮
と
叡
智
（Prudence and W

isdom

）
と
に
委
ね
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（12. 147

）
と
し
た
。

こ
こ
で
は
「
連
合
権
力
」
が
、
国
制
構
想
と
国
際
秩
序
構
想
の
結
節
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
対
外
関
係
の
観
点
か
ら
、
立
法
権
力
の
至

高
性
に
対
す
る
一
種
の
留
保
、
あ
る
い
は
「
立
憲
主
義
」
の
限
界
を
示
唆
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
政
治
思
想
史
研
究
の
「
国
際
論
的
転
回
」（

３
）の

中
で
、
ロ
ッ
ク
の
（
国
際
）
政
治
思
想
の
扱
い
は
、
彼
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
外
交
へ
の
関
与
の
経
験
や
ア
メ
リ
カ
植
民
地
の
行
政
経
験
の
痕
跡
を
読
み
取
っ
た
り
、『
統
治
二
論
』
以
外
の
テ
ク
ス
ト
に
着
目
し
た
り

す
る
も
の
が
目
立
つ
も
の
の（

４
）、

そ
の
国
制
構
想
と
密
接
に
関
連
を
持
ち
う
る
「
連
合
権
力
」
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
確
認
し
た
限
り
、
積
極

的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い（

５
）。

例
え
ば
、
政
治
思
想
史
研
究
の
「
国
際
論
的
転
回
」
を
牽
引
す
る
ア
ー
ミ
テ
イ
ジ
は
、
ロ
ッ
ク
が

提
示
し
た
国
王
大
権
に
帰
属
す
る
「
連
合
権
力
」
と
い
う
新
語
に
つ
い
て
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
権
力
分
立
を
論
じ
る
際
に
は
採
用
さ
れ
る

こ
と
な
く
「
成
果
の
あ
る
議
論
と
は
な
ら
な
か
っ
た
」
と
評
価
す
る
に
と
ど
ま
る（

６
）。

本
稿
で
は
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
「
連
合
権
力
」
概
念

が
前
提
に
し
た
と
思
わ
れ
る
国
際
的
文
脈
に
着
目
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
こ
の
権
力
の
特
性
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
初
期
近

代
に
即
し
て
国
際
秩
序
構
想
と
国
制
構
想
と
の
思
想
的
相
克
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。

か
か
る
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
本
稿
で
は
、『
統
治
二
論
』
な
い
し
「
連
合
権
力
」
の
執
筆
・
公
刊
に
際
し
て
ロ
ッ
ク
が
想
定
し
た
と
一

般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
国
際
的
文
脈
と
し
て
、
一
六
八
〇
年
頃
の
排
斥
法
案
を
め
ぐ
る
危
機
の
時
期
か
ら
一
六
八
九
年
の
名
誉
革
命
に
至
る

（法政研究 85－３・４－636）
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時
期
に
着
目
す
る（

７
）。

い
わ
ば
『
統
治
二
論
』
を
、
国
制
構
想
に
お
い
て
も
国
際
秩
序
構
想
に
お
い
て
も
、
名
誉
革
命
以
降
に
成
立
し
た
も
の

以
外
の
、
他
で
も
あ
り
え
た
当
時
の
文
脈
に
再
定
位
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
従
来
の
ロ
ッ
ク
研
究
に
お
け
る
解
釈
上
の
争
点
に
即
し

て
「
連
合
権
力
」
と
そ
れ
が
前
提
と
し
て
い
た
国
際
秩
序
構
想
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
具
体
的
に
は
、
第
一
に
、
名
誉
革
命
に
お
け

る
同
君
連
合
と
の
関
連
性
、
第
二
に
、『
統
治
二
論
』
以
外
の
テ
ク
ス
ト
を
補
助
線
と
し
た
際
に
浮
か
び
上
が
る
国
際
関
係
構
想
と
の
関
連

性
や
「
思
慮
と
叡
智
」
の
内
容
に
つ
い
て
の
解
釈
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
以
上
の
作
業
を
通
じ
て
、
ロ
ッ
ク
の
同
時
代
に
お
い
て
、

国
制
構
想
と
国
際
政
治
秩
序
構
想
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
複
数
の
構
想
間
の
併
存
・
競
合
が
あ
り
、
そ
の
軌
跡
も
、
単
線
的
で
目
的
論
的

な
把
握
を
阻
む
、
重
層
性
、
内
的
緊
張
や
不
連
続
に
満
ち
て
い
た
こ
と
も
示
唆
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
章
　
排
斥
法
危
機
（
一
六
八
〇
年
）
カ
ト
リ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
と
の
対
抗

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
『
統
治
二
論
』
の
執
筆
時
の
文
脈
と
し
て
、
本
稿
で
は
ま
ず
、
排
斥
法
危
機
の
時
期
に
お
い
て
、
信
仰
と
王
位
継
承
を

巡
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
内
で
の
対
立
が
あ
り
、
そ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
関
係
と
も
連
動
し
て
い
た
点
に
着
目
し
よ
う（

８
）。

王
政
復
古
（
一
六

六
〇
年
）
に
よ
っ
て
亡
命
先
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
は
、
議
会
に
対
し
て
融
和
的
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
国
教
会

体
制
に
つ
い
て
非
国
教
徒
を
排
除
す
る
な
ど
、
締
め
付
け
を
厳
し
く
し
て
い
た
。
他
方
で
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
、
一
六
七
〇
年
に
秘
密
条
約
を
フ

ラ
ン
ス
と
結
び
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
へ
の
支
持
の
表
明
を
条
件
に
、
フ
ラ
ン
ス
、
ル
イ
一
四
世
（
母
方
の
従
弟
）
か
ら
資
金
と
部

隊
の
提
供
の
密
約
を
受
け
た
（
後
の
一
六
七
二
年
か
ら
の
、
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
戦
争
の
布
石
と
な
る
）。

か
か
る
状
況
下
で
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
友
好
関
係
を
歓
迎
す
る
動
き
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
内
に
は
一
部
あ
っ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
既
に

二
度
に
わ
た
り
オ
ラ
ン
ダ
と
交
戦
し
て
い
た
。
ま
た
、
王
立
ア
フ
リ
カ
会
社
（
ヨ
ー
ク
公
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
創
設
者
）
や
東
イ
ン
ド
会
社
、
一

定
の
商
人
層
は
、
宮
廷
と
議
会
と
に
影
響
力
を
行
使
し
て
い
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
友
好
を
、
さ
ら
に
は
オ
ラ
ン
ダ
と
の
戦
争
を
も
、
オ
ラ

（85－３・４－637）
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ン
ダ
の
海
上
貿
易
の
独
占
に
楔
を
打
ち
込
む
も
の
と
し
て
歓
迎
し
、
ひ
い
て
は
海
の
帝
国
、
商
業
国
家
と
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
貿
易
振
興

に
資
す
る
と
考
え
た
。
か
か
る
動
き
は
、
関
税
収
入
の
増
加
を
も
も
た
ら
し
、
財
源
に
関
し
て
議
会
の
同
意
に
依
存
す
る
王
権
の
現
状
か
ら

の
脱
却
の
展
望
が
開
か
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
フ
ラ
ン
ス
を
モ
デ
ル
と
し
た
絶
対
的
統
治
を
志
向
す
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
関
心
と
も
両
立
す
る

も
の
で
あ
っ
た（

９
）。

チ
ャ
ー
ル
ズ
に
よ
る
宗
教
的
寛
容
志
向
は
、
こ
の
文
脈
に
位
置
付
け
る
こ
と
も
で
き
よ
う

（
（1
（

。

し
か
し
こ
の
密
約
が
噂
レ
ベ
ル
で
広
が
る
こ
と
で
、
反
フ
ラ
ン
ス
感
情
の
根
強
い
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
王
権
へ
の
疑
念
が
深
ま
り

（
（1
（

、
公

に
発
覚
す
る
と
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
が
フ
ラ
ン
ス
や
カ
ト
リ
ッ
ク
の
支
配
下
に
お
か
れ
る
こ
と
へ
懸
念
を
、
議
会
を
中
心
に
広
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。
王
の
弟
で
あ
り
王
位
継
承
権
を
持
つ
ヨ
ー
ク
公
ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
改
宗
を
公
言
し
て
い
た
こ
と
も
、
懸
念
を
さ
ら

に
高
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
古
来
か
ら
の
国
制
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
か
か
る
懸
念

が
、
対
仏
追
随
外
交
批
判
、
あ
る
種
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
表
明
さ
れ
、
宮
廷
と
議
会
と
の
対
抗
図
式
を
生
み
出
し

て
い
く
の
で
あ
る

（
（1
（

。
さ
ら
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
対
す
る
王
権
の
統
制
強
化
に
対
す
る
不
満
も
、
か
か
る
声
と
同
調
す

る
形
で
、
増
大
し
た
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
の
指
導
者
で
あ
っ
た
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
は
、
こ
う
し
た
恐
怖
と
猜
疑
心
の
高
ま
り
を
背
景
と
し
て
、
一
六
七
九
年
、

チ
ャ
ー
ル
ズ
の
「
暴
政
」
を
批
判
し
、
議
会
で
「
排
斥
法
案
」
を
提
示
す
る
こ
と
と
な
っ
た

（
（1
（

。
彼
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
で
な
い
者
（
弟

ジ
ェ
ー
ム
ズ
）
は
王
位
継
承
か
ら
排
除
さ
れ
る
よ
う
要
求
し
た
。
か
く
し
て
、
王
位
継
承
は
国
王
の
専
管
事
項
か
、
議
会
の
介
入
が
許
容
さ

れ
る
事
項
か
、
国
論
は
二
分
さ
れ
る
。
特
に
ロ
ン
ド
ン
で
は
緊
張
が
高
ま
り
、
一
六
四
〇
年
代
の
内
乱
が
再
現
さ
れ
る
、
と
す
ら
思
わ
れ
た
。

し
か
し
、
議
会
対
国
王
と
い
う
対
立
が
本
格
化
す
る
前
に
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
は
、
ル
イ
一
四
世
か
ら
の
資
金
提
供
を
活
用
し
て
議
会
工
作

を
進
め
た
う
え
で
一
六
八
一
年
に
議
会
の
解
散
に
踏
み
切
っ
た
。
反
対
派
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
に
代
わ
っ
て
、
庶
子
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
る

モ
ン
マ
ス
公
を
擁
立
し
よ
う
と
す
る
ク
ー
デ
タ
を
画
策
し
て
い
た
が
、
突
然
の
解
散
に
加
え
て
主
要
人
物
の
逮
捕
も
あ
り
、
結
局
未
遂
に
終

わ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
ロ
ッ
ク
は
、
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
の
腹
心
と
し
て
こ
の
ク
ー
デ
タ
を
擁
護
す
べ
く
、『
統
治
二
論
』
の
第
二
部
を
執

（法政研究 85－３・４－638）
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筆
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
ク
ー
デ
タ
計
画
が
実
行
に
移
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
著
作
は
公
刊
さ
れ
な
い
ま
ま
と
な
っ
た
。
ロ
ッ
ク

は
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
の
後
を
追
っ
て
一
時
オ
ラ
ン
ダ
に
亡
命
す
る
こ
と
と
な
り（
一
六
八
三
年
）、
実
際
の
公
刊（
匿
名
）は
、
名
誉
革
命
に
よ
っ

て
ロ
ッ
ク
が
帰
国
し
た
後
の
、
一
六
九
〇
年
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

さ
て
以
上
概
観
し
た
排
斥
法
危
機
に
お
い
て
、
議
会
派
（
と
く
に
ウ
ィ
ッ
グ
）
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
・
絶
対
主
義
へ
の
対
抗
を
強
め
、
チ
ャ
ー

ル
ズ
の
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
を
警
戒
し
て
い
た
。『
統
治
二
論
』
の
表
現
を
借
り
れ
ば
「
こ
の
連
合
権
力
が
巧
み
に
運
営
さ
れ
る
か
否
か
は

政
治
的
共
同
体
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
」（12. 147

）
が
故
に
、
王
権
に
よ
る
運
営
に
不
信
感
を
持
っ
た
ウ
ィ
ッ
グ
は
、

議
会
に
よ
る
統
制
を
強
く
要
求
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
並
行
し
て
審
議
さ
れ
て
い
た
国
教
会
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
包
括
法
案
と
寛
容
法
案
で

も
ま
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
脅
威
に
対
抗
し
、
非
国
教
徒
を
含
む
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
各
宗
派
の
結
束
が
目
指
さ
れ
て
い
た

（
（1
（

。
か
か
る
立
場
は
、

排
斥
法
危
機
の
時
期
の
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
も
共
有
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
親
カ
ト
リ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
の
姿
勢
に
対
抗
す
る
排
斥
法
危
機
の
文
脈
に
即
す
る
限
り
、
ロ
ッ
ク
『
統
治

二
論
』の「
連
合
権
力
」を
め
ぐ
る
議
論
に
は
、
あ
る
種
の
お
さ
ま
り
の
悪
さ
が
付
き
ま
と
う
。
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、

「
外
国
人
に
関
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
彼
ら
の
行
動
、
彼
ら
の
意
図
や
利
害
の
変
化
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
」
が
故
に
、「
連
合
権
力
」

は
「
執
行
権
力
ほ
ど
に
は
、
既
成
の
恒
常
的
で
実
体
的
な
法
に
よ
る
規
制
を
受
け
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
公
共
の
善
の
た
め
に
使
用

さ
れ
る
た
め
に
、
そ
れ
を
手
に
す
る
者
の
思
慮
と
叡
智
と
に
委
ね
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（12. 147

）
（
（1
（

。
こ
の
姿
勢
は
、
当
時
ロ
ッ
ク
が

共
闘
し
た
と
考
え
ら
れ
る
議
会
の
ウ
ィ
ッ
グ
の
姿
勢
と
も
整
合
せ
ず
、
国
王
大
権
の
議
会
に
よ
る
統
制
や
カ
ト
リ
ッ
ク
の
国
王
排
斥
に
と
っ

て
効
果
的
と
は
言
え
な
い

（
（1
（

。
少
な
く
と
も
「
連
合
権
力
」
に
関
す
る
限
り
、
排
斥
法
危
機
の
文
脈
に
限
定
し
て
解
釈
す
る
こ
と
に
は
限
界
が

あ
る
と
言
え
よ
う

（
（1
（

。

（85－３・４－639）



論　説

1416

第
二
章
　
名
誉
革
命
（
一
六
八
八
年
）
征
服
と
古
来
国
制

排
斥
法
危
機
や
そ
の
後
の
モ
ン
マ
ス
の
反
乱

（
（1
（

は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
国
王
に
代
わ
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
国
王
を
擁
立
し
よ
う
と
し
た
点

で
、
名
誉
革
命
に
先
行
す
る
試
み
の
失
敗
例
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
他
方
で
名
誉
革
命
は
、
代
替
と
な
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
国
王
を

オ
ラ
ン
ダ
よ
り
招
い
た
こ
と
に
よ
り
、
前
二
者
と
は
異
な
る
新
た
な
局
面
を
伴
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
こ
こ
で
の
統
治
の
変
更
は
、
王
位
継

承
権
を
持
つ
メ
ア
リ
と
ウ
ィ
レ
ム
と
い
う
「
外
国
人
」
や
、
そ
れ
を
支
援
す
る
オ
ラ
ン
ダ
政
府
と
い
う
「
外
国
勢
力
」
の
存
在
に
よ
っ
て
、「
彼

ら
の
行
動
、
彼
ら
の
意
図
や
利
害
の
変
化
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
」
も
の
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
側
か

ら
見
た
、
名
誉
革
命
の
、
別
言
す
れ
ば
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
征
服
の
、「
意
図
や
利
害
」
を
確
認
し
、
次
い
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
側
か
ら
み
た
「
意

図
や
利
害
」
を
概
観
し
、
最
後
に
ロ
ッ
ク
の
立
論
と
の
関
連
を
検
討
し
よ
う

（
（1
（

。

第
一
節
　
オ
ラ
ン
ダ
に
よ
る
征
服

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
征
服
し
よ
う
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ
の
ウ
ィ
レ
ム
自
身
は
、
ル
イ
一
四
世
の
拡
張
政
策
に
対
す
る
牽
制
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
の

国
益
の
擁
護
と
い
う
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（2
（

。
こ
こ
か
ら
、「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
絶
対
主
義
に
傾
斜
す
る
ス
チ
ュ

ア
ー
ト
王
朝
に
対
す
る
実
力
に
よ
る
抵
抗
、
さ
ら
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
連
合
の
盟
主
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
Ⅲ
世
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
征
服
を

正
当
化
す
る
」
と
い
う
ロ
ッ
ク
解
釈
が
導
き
だ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

（
（2
（

。「
名
誉
革
命
」
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
の
役
割
を
強
調
す
る
か
か
る
解

釈
の
代
表
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
研
究
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
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名
誉
革
命
は
、
内
乱
期
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
穏
健
な
王
位
継
承
で
は
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
を
は
じ
め
と
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
軍
事

的
圧
力
を
背
景
と
す
る
支
配
者
の
交
代
で
あ
っ
た
。
一
六
八
八
年
一
一
月
に
オ
ラ
ン
ダ
が
敢
行
し
た
ブ
リ
テ
ン
へ
の
軍
事
進
攻
と
上
陸
に
は
、

ユ
グ
ノ
ー
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
、
オ
ラ
ン
ダ
人
、
ス
コ
ッ
ト
人
の
志
願
兵
も
含
め
た
総
勢
二
万
以
上
の
精
鋭
部
隊
が
伴
っ
て
お
り
、
一
五
八
八

年
の
ア
ル
マ
ダ
の
海
戦
の
五
倍
の
船
団
規
模
を
持
ち
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
を
驚
愕
さ
せ
る
事
態
で
あ
っ
た
。
か
か
る
軍
事
侵
攻
の
伏
線

と
し
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
一
六
八
五
年
の
ナ
ン
ト
の
勅
令
廃
止
に
と
も
な
う
、
大
量
の
ユ
グ
ノ
ー
難
民
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
流
入
で
あ
る
。

こ
れ
を
機
に
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
の
緊
張
が
、
オ
ラ
ン
ダ
で
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
も
高
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

（
（2
（

。

し
か
し
な
が
ら
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
れ
ば
、
ウ
ィ
レ
ム
の
ブ
リ
テ
ン
侵
攻
に
協
力
す
る
と
い
う
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
意
思
決
定
に
、
宗
教

的
要
素
が
介
在
し
た
余
地
は
非
常
に
少
な
い
と
い
う

（
（2
（

。
こ
の
作
戦
が
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
事

実
ル
イ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
対
し
て
ブ
リ
テ
ン
侵
攻
の
際
に
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
二
世
を
支
援
し
、
オ
ラ
ン
ダ
に
敵
対
す
る
旨
、
警
告
し
て
い
た
。

ま
た
オ
ラ
ン
ダ
の
安
全
保
障
に
密
接
に
関
連
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
国
の
う
ち
、
皇
帝
レ
オ
ポ
ル
ド
や
ス
ペ
イ
ン
国
王
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ

二
世
に
共
感
を
寄
せ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
立
場
で
あ
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
動
機
に
由
来
す
る
オ
ラ
ン
ダ
の
ブ
リ
テ
ン
へ
の
介
入
に
対
し
て

支
援
を
す
る
見
込
み
は
な
く
、
む
し
ろ
沈
静
化
し
つ
つ
あ
っ
た
宗
教
対
立
の
火
に
油
を
注
ぎ
か
ね
な
い
も
の
で
も
あ
っ
た
。

か
か
る
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
情
勢
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
が
ブ
リ
テ
ン
侵
攻
を
決
意
し
た
要
因
と
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
着
目
す
る

の
が
、
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
と
の
間
の
「
商
業
戦
争
（guerre de com

m
erce

）」
と
オ
ラ
ン
ダ
の
安
全
保
障
と
い
う
文
脈
で
あ
る
。「
フ

ラ
ン
ス
と
の
経
済
戦
争
が
な
け
れ
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
侵
攻
も
な
く
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
二
世
の
退
位
も
な
か
っ
た
」
と
す
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
は
主

張
す
る

（
（2
（

。
か
か
る
文
脈
を
概
観
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
、
先
に
言
及
し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
と
ル
イ
一
四
世
と
の
間
で
結
ば
れ
た
秘
密
条

約
に
支
え
ら
れ
て
、
一
六
七
二
年
に
フ
ラ
ン
ス
が
遂
行
し
た
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
軍
事
侵
攻
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
一
六
七
七
―
七
八
年
の
講
和
条

約
に
立
ち
返
る
必
要
が
あ
る
。
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こ
の
講
和
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
継
承
戦
争
（
一
六
六
七
―
六
八
年
） 

で
獲
得
で
き
な
か
っ
た
フ
ラ
ン
シ
ュ
＝
コ
ン

テ
地
方
（
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
伯
領
）
を
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
か
ら
奪
取
し
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
い
く
つ
か
の
都
市
を
獲
得
し
た
。
と
同
時
に
、
財
務
長

官
コ
ル
ベ
ー
ル
が
オ
ラ
ン
ダ
経
済
の
圧
迫
を
狙
っ
て
行
っ
て
い
た
高
関
税
政
策
を
放
棄
し
、
一
六
六
四
年
の
水
準
に
引
き
下
げ
た
。
ホ
ラ
ン

ト
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
か
か
る
フ
ラ
ン
ス
側
の
譲
歩
に
飛
び
つ
こ
う
と
す
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の
中
で
は
ル
イ
の
拡
張
政
策
に
対
し
て
警
戒
す

る
声
も
根
強
か
っ
た
。
最
終
的
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
領
土
（
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
継
承
権
を
主
張
）
を
獲
得
し
、
陸
の
帝
国
と
し
て
果
実
を
得
、
オ

ラ
ン
ダ
は
高
関
税
の
撤
廃
を
勝
ち
取
り
、
海
洋
国
家
と
し
て
の
果
実
を
得
た
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
六
七
七
―
七
八
年
の
講
和
は
、
帝

国
と
海
洋
と
い
う
国
際
秩
序
の
違
い
に
基
づ
き
い
っ
た
ん
は
成
立
し
た
と
、
言
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る

（
（2
（

。
と
は
い
え
両
陣
営
と
も
一
枚
岩
で
は

な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
に
と
っ
て
は
、
商
業
が
重
要
で
あ
る
点
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
っ
て
も
、
商
業
の
持
続
的
発
展
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
領
土

的
脅
威
の
影
響
評
価
を
め
ぐ
っ
て
国
内
に
対
立
が
あ
り
（
こ
れ
は
共
和
国
内
の
海
軍
と
陸
軍
の
編
成
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
対
立
に
も
反
映
さ
れ

て
い
る
）、
ウ
ィ
レ
ム
は
安
全
保
障
と
商
業
発
展
と
の
両
立
と
い
う
問
題
を
自
覚
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

（
（2
（

。
他
方
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
側
で
も
（
先

の
高
関
税
政
策
に
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
）
帝
国
と
国
家
理
性
の
商
業
版
と
も
言
う
べ
き
新
た
な
重
商
主
義
的
要
求
が
台
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ

れ
が
顕
在
化
し
た
の
が
、
名
誉
革
命
に
先
行
す
る
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
と
の
間
の
「
新
し
い
商
業
戦
争
」
で
あ
っ
た
。

既
に
一
六
七
八
年
の
高
関
税
の
放
棄
に
よ
り
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
大
量
の
加
工
食
品
等
の
流
入
、
オ
ラ
ン
ダ
系
商
人
の
活
躍

が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
一
六
八
五
年
の
ナ
ン
ト
の
勅
令
廃
止
の
影
響
も
あ
り
、
大
量
の
貨
幣
と
人
材
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の

流
出
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
か
か
る
状
況
を
問
題
視
し
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
一
六
八
七
年
八
月
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
ニ
シ
ン
の
輸
入
禁
止
、

九
月
に
は
一
六
六
七
年
の
高
関
税
リ
ス
ト
の
再
導
入
を
決
め
た
。
こ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
大
消
費
地
で
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
の
繊
維
業
や
海
産

加
工
業
（
ブ
リ
テ
ン
よ
り
も
経
済
的
に
は
優
先
度
が
高
か
っ
た
）
に
と
っ
て
打
撃
と
な
り
、
オ
ラ
ン
ダ
各
地
で
不
満
が
高
ま
っ
た
。
フ
ラ
ン

ス
と
の
戦
争
は
不
可
避
で
あ
る
と
の
声
や
、
ル
イ
と
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
連
携
し
て
オ
ラ
ン
ダ
に
攻
撃
を
加
え
る
と
の
懸
念
も
高
ま
っ
て
い
っ

た
。
こ
れ
に
対
抗
す
べ
く
、
フ
ラ
ン
ス
製
品
の
輸
入
禁
止
措
置
も
提
起
さ
れ
る
が
、
分
権
的
オ
ラ
ン
ダ
で
は
意
思
統
一
が
進
ま
ず
（
特
に
ア
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ム
ス
テ
ル
ダ
ム
が
対
仏
禁
輸
措
置
に
対
し
て
最
後
ま
で
難
色
を
示
す
）、
フ
ラ
ン
ス
へ
の
外
交
的
な
説
得
工
作
も
継
続
さ
れ
た

（
（2
（

。
最
終
的
に

は
、
フ
ラ
ン
ス
側
の
オ
ラ
ン
ダ
船
籍
の
フ
ラ
ン
ス
港
か
ら
の
出
航
禁
止
令
が
、
決
定
打
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
製
品
の
禁
輸
令
が
決
定
さ
れ
る

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
閉
塞
状
況
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
友
好
・
同
盟
は
オ
ラ
ン
ダ
に
と
っ
て
脅
威
と
な
り
、
こ
れ

に
楔
を
打
ち
込
む
ウ
ィ
レ
ム
の
ブ
リ
テ
ン
侵
攻
の
公
算
が
高
ま
っ
て
い
っ
た

（
（2
（

。
か
か
る
文
脈
に
お
い
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
有
力
者
集
団
か

ら
ウ
ィ
レ
ム
が
招
請
を
得
た
こ
と
は
、
万
民
法
や
正
戦
論
の
伝
統
か
ら
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
軍
事
侵
攻
や
征
服
を
遂
行
す
る
正

当
な
資
格
を
彼
が
有
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
「
合
法
的
な
戦
争
に
お
け
る
征
服
者
」（16. 177

）
と
し
て
登
場
し
た
、
と
主
張
可
能
な
条
件

が
そ
ろ
っ
た
と
も
言
え
た
の
で
あ
る

（
（2
（

。
と
は
い
え
、
正
当
化
可
能
で
あ
る
こ
と
と
、
現
に
実
現
可
能
で
あ
る
こ
と
と
の
間
に
は
、
依
然
と
し

て
大
き
な
溝
が
あ
る
。
そ
の
限
り
で
、
鍵
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
側
の
動
き
も
握
っ
て
い
た
と
も
言
い
う
る
。

第
二
節
　
ブ
リ
テ
ン
に
お
け
る
古
来
国
制
の
勝
利

こ
れ
に
対
し
て
、
ブ
リ
テ
ン
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
招
請
側
が
、
か
か
る
事
態
を「
征
服
」と
し
て
受
け
止
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、

古
来
国
制
の
復
活
・
継
承
と
し
て
「
名
誉
革
命
」
を
理
解
す
る
ポ
ー
コ
ッ
ク
の
研
究
を
基
礎
に

（
（3
（

、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
側
の
「
意
図
や
利
害
」
を

（
ロ
ッ
ク
の
立
論
と
重
ね
な
が
ら
）
概
観
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
指
摘
し
て
お
く
べ
き
は
、
数
十
年
前
に
経
験
し
た
「
内
乱
」
の
記
憶
が
い
ま

だ
生
々
し
く
、「
統
治
の
解
体
」
に
対
す
る
忌
避
感
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
全
体
に
濃
厚
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る

（
（3
（

。
そ
の
よ
う
な
事
態
を
再
発
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
と
の
認
識
の
も
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
王
位
継
承
者
の
下
で
も
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
国
教
会
と
国
王
と
の
協
力
関
係

が
継
続
し
て
い
た
。
か
か
る
国
教
会
の
国
王
の
協
力
の
背
景
に
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
王
位
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
仰
を
も
つ
メ
ア
リ
ー
（
と

そ
の
配
偶
者
ウ
ィ
レ
ム
）
に
継
承
さ
れ
る
と
の
見
通
し
も
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
二
世
に
男
子
が
誕
生
し
、
そ
れ
を
王
位

（85－３・４－643）
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継
承
者
と
し
て
扱
う
動
き
が
既
成
事
実
化
し
て
か
ら
、
状
況
は
決
定
的
に
一
変
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ロ
ッ
ク
の
表
現
を
借
り
れ
ば
「
他
人

が
権
利
を
持
つ
も
の
を
横
取
り
す
る
」「
簒
奪
者
」（17. 197

）
と
し
て
ジ
ェ
イ
ム
ズ
二
世
が
再
定
義
さ
れ
う
る
事
態
が
生
じ
た
と
も
言
え
よ

う
。
こ
う
し
て
急
進
的
ウ
ィ
ッ
グ
に
限
ら
な
い
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
有
力
者
集
団
に
よ
る
ウ
ィ
レ
ム
の
招
請
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

ウ
ィ
レ
ム
の
招
請
の
大
義
は
、
王
位
継
承
が
蔑
ろ
に
さ
れ
、
教
会
に
対
し
て
攻
撃
が
な
さ
れ
て
い
る
事
態
を
是
正
し
、（
議
会
の
構
成
を

王
権
に
よ
っ
て
操
作
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
）
自
由
な
議
会
の
開
催

（
（3
（

に
立
脚
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
大
義
を
受
け
て
、
ウ
ィ
レ
ム

は
相
当
の
武
力
を
率
い
て
侵
攻
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、「
隷
属
と
滅
亡
と
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
」
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
本
来
の
国
制
に
対

す
る
「
わ
が
偉
大
な
復
興
者
」（
諸
言
）
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
実
際
、
ウ
ィ
レ
ム
の
事
例
は
、「
征
服
者
の
剣
」
が
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
「
社
会
を
粉
々
に
粉
砕
し
て
、
征
服
さ
れ
、
ば
ら
ば
ら
に
さ
れ
た
群
衆
」
に
す
る
こ
と
な
く
、
別
言
す
れ
ば
、「
社
会
の
解
体
」

を
も
た
ら
す
こ
と
な
く
（19. 211
）、
少
な
く
と
も
「
合
法
的
な
戦
争
に
お
け
る
征
服
者
」（16. 177

）
と
し
て
登
場
し
た
と
説
明
可
能
で
あ
り
、

ま
た
、
王
位
に
対
す
る
議
会
の
優
位
を
認
め
た
権
利
の
宣
言
に
署
名
し
た
（
一
六
八
九
年
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
征
服
者
が
被
征
服
民
の
同
意

（16. 175

、
厳
密
に
は
代
表
の
同
意
）
を
得
て
政
治
的
共
同
体
を
再
建
し
た
も
の
と
も
、
説
明
可
能
で
あ
っ
た
。

他
方
で
、
ポ
ー
コ
ッ
ク
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
を
向
い
撃
つ
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
側
も
ま
た
、
王
位
継
承
法
に
基
づ
い
て
息
子
が
正
当
な

後
継
者
で
あ
り
、
そ
れ
を
奪
う
こ
と
は
不
当
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
一
部
の
有
力
者
集
団

に
よ
る
招
請
を
、
正
統
な
王
位
を
無
視
し
て
「
人
民
を
外
国
の
勢
力
に
引
き
渡
す
」（19. 211

）
行
為
と
し
て
糾
弾
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ

た
（
（3
（

。
ロ
ッ
ク
な
い
し
当
時
の
急
進
的
ウ
ィ
ッ
グ
が
援
用
し
た
自
然
法
論
的
な
言
説
は
、
島
国
根
性
に
満
ち
、
古
来
国
制
の
連
続
性
に
好
意
的

な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
言
説
の
一
般
的
傾
向
か
ら
す
る
と
、
国
制
の
断
絶
を
想
起
さ
せ
る
征
服
概
念
の
援
用
と
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
歓
迎
さ
れ
な

い
可
能
性
も
あ
っ
た

（
（3
（

。
名
誉
革
命
後
に
根
強
か
っ
た
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
の
反
攻
は
、
か
か
る
正
当
化
の
論
理
が
一
定
程
度
の
支
持
を
得
て
い
た

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
相
応
の
説
得
力
を
も
つ
二
つ
の
正
当
化
の
論
理
が
正
面
衝
突
し
、
統
治
を
解
体
さ
せ
、
人
民
に
自
然
的
権
力
が
戻
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り
、
武
装
勢
力
の
い
ず
れ
か
を
正
統
な
統
治
者
と
し
て
決
断
し
信
託
し
直
す
、
と
い
う
展
開
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
先
行
す
る
内
乱
の
時
代

の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
正
義
を
主
張
す
る
両
勢
力
が
、「
勝
利
の
女
神
は
正
義
の
側
に
味
方
す
る
」（16. 177

）
と
信
じ
て
「
天
に
訴
え
」、

本
格
的
な
武
力
衝
突
に
至
り
、
相
対
立
す
る
二
つ
の
正
義
が
可
視
化
さ
れ
人
民
に
選
択
を
迫
る
前
に
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
徹
底
抗
戦
す
る
こ

と
な
く
首
都
を
離
れ
、
フ
ラ
ン
ス
に
亡
命
し
、
事
実
上
「
退
位
」
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ポ
ー
コ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
内
乱
勃
発
に
至
る
前
に
決

着
が
つ
い
た
結
果
、
ロ
ッ
ク
が
想
定
し
た
よ
う
な
「
統
治
の
解
体
」
は
生
じ
ず
、
旧
来
の
国
制
が
温
存
さ
れ
、
そ
こ
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
新
た

な
国
王
と
し
て
就
任
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。
こ
う
し
て
名
誉
革
命
は
、「
古
来
の
国
制
の
勝
利
」「
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
悪
し
き
行
動
は
古
来
の
国
制

の
侵
犯
」
と
総
括
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る

（
（3
（

。

そ
し
て
興
味
深
い
こ
と
に
、
オ
ラ
ン
ダ
側
も
、「
外
国
勢
力
」
の
主
導
性
、「
征
服
」
と
し
て
の
側
面
を
、
隠
蔽
し
よ
う
と
試
み
た
。
軍
事
侵

攻
に
先
立
ち
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
世
論
に
と
っ
て
受
け
入
れ
や
す
い
論
理
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
出
版
・
配
付
の
働
き
か
け
を
行
っ
た
だ
け

で
な
く
、
対
外
的
に
も
、
あ
く
ま
で
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
内
問
題
と
し
て
説
明
す
る
外
交
努
力
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
勢

力
均
衡
を
脅
か
し
た
り
、
宗
教
的
対
立
の
火
に
油
を
注
い
だ
り
し
か
ね
な
い
言
動
を
慎
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
オ
ラ
ン
ダ
は
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
国
内
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
戦
で
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
へ
の
外
交
工
作
で
も
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
勝
利
し
た
と
い
え
よ
う

（
（3
（

。
以
上
の
オ
ラ

ン
ダ
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
双
方
の
「
意
図
や
利
害
」
故
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
で
は
、
名
誉
革
命
の
国
際
的
文
脈
は
後
景
に
退
き
、
一
国
的
な

国
制
理
解
が
温
存
さ
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
の
排
除
が
既
定
路
線
化
し
て
い
く
と
い
う
展
開
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う

（
（3
（

。
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第
三
章
　
ロ
ッ
ク
『
統
治
二
論
』
再
考

第
一
節
　
同
君
連
合
と
「
連
合
権
力
」

以
上
の
よ
う
な
名
誉
革
命
の
文
脈
に
、
改
め
て
『
統
治
二
論
』
の
「
連
合
権
力
」
を
位
置
づ
け
て
み
れ
ば
、
そ
の
権
力
を
「
手
に
す
る
者

の
思
慮
と
叡
智
に
委
ね
る
」
と
の
ロ
ッ
ク
の
説
明
が
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
メ
ア
リ
が
国
王
大
権
を
掌
握
し
て
い
る
事
態
と
整
合
す
る
こ
と
が
分

か
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
事
実
上
の
同
君
連
合
に
よ
っ
て
、
両
国
の
「
連
合
権
力
」
の
境
界
線
は
曖
昧
と
な

り
、
少
な
く
と
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
側
か
ら
見
れ
ば
、
立
法
権
力
の
及
ば
な
い
余
地
が
い
っ
そ
う
生
ま
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
カ

ト
リ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
・
絶
対
君
主
政
と
い
う
観
念
連
合
が
成
立
し
て
い
る
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
オ
ラ

ン
ダ
・
分
権
的
共
和
国
の
支
援
に
よ
り
、
古
来
の
国
制
の
「
復
活
」
が
可
能
と
な
っ
た

（
（3
（

。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
し
か
る
べ
き
国
際
的
文
脈
に
位

置
づ
け
直
す
に
あ
た
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
総
督
で
も
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
に
「
連
合
権
力
」
を
一
任
し
、
立
法
権
力
の
統
制
の
外
に
時
と
し
て

置
く
こ
と
は
、
一
定
の
妥
当
性
を
持
っ
て
い
た
と
も
言
え
よ
う
。

し
か
し
同
時
に
そ
れ
は
、
ポ
ー
コ
ッ
ク
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
三
王
国
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
覇
権
を
め
ぐ
る
ル
イ
一
四
世
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
と
の
戦
い
に
巻
き
込
ま
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
の
主
権
国
家
形
成
を
促
さ

れ
る
こ
と
を
も
意
味
し
た

（
（3
（

。
そ
し
て
そ
の
矛
盾
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
よ
り
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
顕
在
化
し
た
と
言
え
そ

う
で
あ
る
。
一
六
八
八
年
以
降
の
事
態
の
推
移
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
は
、
名
誉
あ
る
無
血
の
統
治
者
の
交
代
と
し
て
捉
え
る
こ
と

が
で
き
、
し
た
が
っ
て
「
連
合
権
力
」
を
、
オ
ラ
ン
ダ
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
ウ
ィ
リ
ア
ム
に
あ
る
程
度
一
任
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
三
王
国
か
ら
構
成
さ
れ
る
複
合
国
家
の
枠
に
お
い
て
名
誉
革
命
を
捉
え
る
な
ら
ば
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
民
族
戦
争
で
は
な
く
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内
乱
で
あ
り
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
再
度
の
征
服
戦
争
」
と
い
う
形
態
を
と
っ
た
と
も
指
摘
さ
れ
る

（
（4
（

。
そ
も
そ
も
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
と
の
関
係
を
「
巧
み
に
運
営
す
る
」
こ
と
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
い
う
「
政
治
共
同
体
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
」

筈
で
あ
る
が
、
同
君
連
合
と
い
う
形
態
で
あ
る
が
故
に
、
ロ
ッ
ク
の
い
う
「
連
合
権
力
」
と
「
執
行
権
力
」
と
の
境
界
が
曖
昧
に
な
り
か
ね

な
い
。
果
た
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の「
意
図
や
利
害
」は
ど
の
程
度
考
慮
さ
れ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド（
ひ
い
て
は
オ
ラ
ン
ダ
）

の
「
意
図
と
利
害
」
が
ど
の
程
度
貫
徹
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
十
分
に
踏
み
込
ん
だ
検
討
を
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
オ
ラ

ン
ダ
と
の
同
君
連
合
と
は
質
的
に
異
な
る
点
を
幾
つ
か
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
の
王
権
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
革
命
後
も
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
残
党
と
の
正
統
性
を
か
け
た
戦
い
を
継
続
し
た
挙
句
、
そ

の
死
後
の
一
七
〇
七
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の「
合
同
」を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
に
至
る
過
程
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
譲
歩
し
て
ウ
ィ

リ
ア
ム
が
設
立
を
許
可
し
た
ア
フ
リ
カ
・
イ
ン
ド
会
社
は
、
ダ
リ
エ
ン
と
い
う
現
在
の
パ
ナ
マ
運
河
に
近
い
場
所
に
、
大
西
洋
・
太
平
洋
間

の
貿
易
の
中
継
地
点
を
設
立
す
る
と
い
う
、
オ
ラ
ン
ダ
型
の
国
際
展
開
を
目
指
す
こ
と
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
貿
易
振
興
を
画
策
し
た
が
、

頓
挫
し
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
東
イ
ン
ド
会
社
と
利
害
の
競
合
が
あ
っ
た
上
に
、
ア
メ
リ
カ
植
民
地
周
辺
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
の
覇
権
に
挑

戦
す
る
こ
と
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
も
オ
ラ
ン
ダ
に
と
っ
て
も
、
当
時
は
得
策
で
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る

（
（4
（

。

他
方
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
大
勢
を
占
め
て
い
た
も
の
の
、
少
数
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
土
地
と
権
力
を
独
占
さ
れ
て
い

た
た
め
、
革
命
後
も
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
対
す
る
期
待
が
高
か
っ
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
蜂
起
と
と
も
に
ル
イ
一
四
世
の
支
援
を
得
た
ジ
ェ
イ
ム

ズ
が
進
軍
し
た
が
、
最
終
的
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
自
ら
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
上
陸
し
、
こ
れ
を
鎮
圧
し
た
。
さ
ら
に
、
名
誉
革
命
を
契
機
に

打
ち
立
て
ら
れ
た
権
利
と
自
由
に
触
発
さ
れ
、
貿
易
の
権
利
も
含
め
、
か
か
る
権
利
と
自
由
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
も
適

用
さ
れ
る
べ
き
、
と
の
主
張
が
現
地
で
展
開
さ
れ
、「『
統
治
二
論
』
の
著
者
」
に
意
見
を
求
め
る
と
い
っ
た
事
態
も
発
生
し
た

（
（4
（

。
ロ
ッ
ク
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
経
済
利
益
が
毀
損
す
る
こ
と
を
懸
念
し
て
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
産
の
羊
毛
製
品
の
輸
出
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
種
類
で
あ

れ
、
制
限
さ
れ
、
処
罰
さ
れ
る
べ
き
」
と
提
言
し
て
い
た
が

（
（4
（

、
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
も
同
じ
歩
調
で
進
み
、
立
法
措
置
と
し
て
ア
イ

（85－３・４－647）
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ル
ラ
ン
ド
発
の
貿
易
に
規
制
と
制
限
を
加
え
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
「
連
合
権
力
」
の
出
る
幕
は
な
く
、
も

は
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
な
い
し
ブ
リ
テ
ン
の
国
内
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
経
済
成
長
を
妨
げ
る
こ
と
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に

と
っ
て
「
賢
明
な
だ
け
で
な
く
、
正
し
い
こ
と
で
も
あ
る
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
（4
（

。
か
く
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の
「
従
属
」
と
引
き
換
え
に
、
啓
蒙
と
文
明
化
へ
の
道
を
得
た

（
（4
（

、
と
の
見
方
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

第
二
節
　「
自
然
状
態
」
と
「
連
合
権
力
」

次
に
、
ロ
ッ
ク
の
「
連
合
権
力
」
が
想
定
し
た
と
思
わ
れ
る
国
際
秩
序
構
想
を
め
ぐ
る
解
釈
上
の
争
点
を
手
が
か
り
に
、「
連
合
権
力
」

の
性
質
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。
ロ
ッ
ク
の
国
際
秩
序
構
想
に
つ
い
て
、
自
己
保
存
と
国
家
理
性
に
力
点
を
置
い
た
ホ
ッ
ブ
ズ
に
近
い

国
際
関
係
観
を
持
っ
て
い
た
と
の
解
釈

（
（4
（

に
対
し
て
、
ロ
ッ
ク
の
約
束
や
宣
誓
、
さ
ら
に
は
各
人
の
義
務
を
重
視
す
る
世
界
観
が
、
自
己
保
存

を
基
礎
と
す
る
国
家
理
性
論
と
は
対
照
的
で
あ
る
と
し
て
、
か
か
る
解
釈
の
妥
当
性
に
疑
念
が
表
明
さ
れ
る
、
と
い
う
古
典
的
対
立
が
あ
る
。

後
者
の
場
合
、
ロ
ッ
ク
の
立
論
が
国
家
間
関
係
に
お
け
る
条
約
の
一
方
的
な
破
棄
と
い
っ
た
実
践
の
説
明
に
困
難
を
き
た
す
点
が
指
摘
さ
れ

る
（
（4
（

。
こ
の
よ
う
な
国
際
関
係
を
め
ぐ
る
対
照
的
な
解
釈
は
、
ロ
ッ
ク
の
「
自
然
状
態
」
に
内
在
す
る
二
重
性
を
反
映
す
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
。

一
方
で
、federative

と
い
う
ロ
ッ
ク
の
造
語
は
、
合
意
や
同
意
を
意
味
す
る
ラ
テ
ン
語
のfoedus/foederat

に
由
来
す
る
が
故
に
、
対

外
関
係
を
平
和
裏
に
構
築
し
よ
う
と
す
る
方
向
性
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
ほ
ど
戦
争
や
対
決
志
向
と
は
言
え
な
い
と
の
見
方
が
成
り
立
つ
。

そ
の
限
り
で
ホ
ッ
ブ
ズ
の
よ
う
に
、
国
家
相
互
の
嫉
妬
の
中
で
「
王
国
の
国
境
に
あ
る
要
塞
や
守
備
兵
や
鉄
砲
」「
隣
国
に
対
す
る
絶
え
ざ

る
ス
パ
イ
」
に
あ
ふ
れ
る
「
戦
争
状
態
」
を
、
ロ
ッ
ク
の
国
際
関
係
の
典
型
と
み
な
す

（
（4
（

こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、「
世

界
に
お
け
る
独
立
し
た
統
治
体
の
君
主
あ
る
い
は
支
配
者
は
す
べ
て
自
然
状
態
の
う
ち
に
あ
る
」（2. 14

）
が
、「
い
く
つ
か
の
国
家
や
王
国

の
間
で
、
他
国
が
所
有
す
る
土
地
へ
の
要
求
や
権
利
を
明
白
に
、
あ
る
い
は
黙
示
的
に
否
認
す
る
同
盟
が
結
ば
れ
、
各
国
は
、
共
通
の
同
意
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に
よ
っ
て
他
国
に
対
し
て
本
来
的
に
も
っ
て
い
た
自
然
の
共
有
権
へ
の
主
張
を
放
棄
し
、
明
示
的
な
合
意
に
よ
っ
て
、
地
球
の
そ
れ
ぞ
れ
の

部
分
と
区
画
と
に
対
す
る
所
有
権
を
確
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
」（5. 45

）
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
主
権
国
家

間
の
相
互
の
合
意
に
基
づ
く
平
和
裡
な
共
存
が
あ
る
程
度
想
定
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
ロ
ッ
ク
が
後
年
展
開
し
た
も
う
一
つ
の「
政
治
」に
関
わ
る
立
論
を
、「
連
合
権
力
」に
期
待
さ
れ
る「
思
慮
と
叡
智
」

の
具
体
的
な
展
開
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
ロ
ッ
ク
は
、
最
晩
年
の
作
品
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
向
け
の
読
書
と
勉

学
に
か
ん
す
る
若
干
の
考
察
」（
一
七
〇
三
年
）
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
主
張
す
る
。「
政
治
は
互
い
に
異
な
る
二
つ
の
分
野
を
含
む
。
一

つ
は
社
会
の
源
泉
、
お
よ
び
政
治
権
力
の
起
源
と
範
囲
に
か
か
わ
り
、
も
う
一
つ
は
社
会
に
お
け
る
人
間
統
治
の
術
（art of governing 

m
en

）
に
か
か
わ
る

（
（4
（

。」
そ
し
て
前
者
を
対
象
に
し
た
も
の
の
一
つ
と
し
て
『
統
治
二
論
』
が
挙
げ
ら
れ
、
後
者
の
「
術
」
は
、
経
験
と
歴

史
を
通
じ
て
学
ば
れ
る
と
す
る
。
こ
の
「
術
」
に
つ
い
て
、
厳
し
い
敵
対
関
係
に
あ
る
他
者
と
す
ら
共
存
す
る
た
め
の
「
文
明
の
作
法
」
と

し
て
、
宮
廷
の
人
文
主
義
に
お
け
る
「
礼
節
（civility

）」
に
由
来
す
る
態
度
と
結
び
つ
け
て
解
釈
さ
れ
る
場
合
が
あ
る

（
（5
（

。「
交
際
に
お
い
て

誰
に
向
か
っ
て
も
蔑
視
、
あ
る
い
は
軽
蔑
を
示
さ
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
」
と
定
義
さ
れ
る
「
礼
節
」

（
（5
（

が
、
ロ
ッ
ク
以
前
に
お
い
て
は
、
宮

廷
に
お
け
る
社
交
や
外
交
の
舞
台
で
必
須
の
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
、
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
よ
り
水
平
的
な
場
を
前
提
と
し
て
展
開
さ
れ

る
（
（5
（

。
か
か
る
立
論
は
、
国
内
的
に
で
あ
れ
、
国
際
的
に
で
あ
れ
、
自
然
法
の
規
範
力
を
前
提
に
社
会
・
社
交
の
世
界
が
成
立
す
る
と
解
釈
す

る
限
り
は
、『
統
治
二
論
』
の
立
論
と
整
合
的
で
は
あ
る
。

他
方
で
、「
自
然
状
態
」
に
お
け
る
一
般
的
な
記
述
の
場
合
と
同
様
、
か
か
る
社
交
と
外
交
の
世
界
が
、「
戦
争
状
態
」
に
転
化
す
る
可
能

性
が
ま
っ
た
く
無
い
と
も
言
え
な
い
。「
す
べ
て
の
人
間
は
自
然
法
の
侵
犯
者
を
処
罰
す
る
権
利
を
持
ち
、
自
然
法
の
執
行
者
と
な
る
」（2. 8

）

し
、
国
際
社
会
と
し
て
の「
自
然
状
態
」に
お
い
て
も
各
国
は
、
自
然
法
違
反
者
を
処
罰
し
う
る
。
ま
た
、「
連
合
権
力
」の
権
能
の
中
に
は「
戦

争
」
が
明
記
さ
れ
て
も
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
本
稿
が
示
唆
し
た
よ
う
に
、
ロ
ッ
ク
が
、
排
斥
法
危
機
や
名
誉
革
命
の
段
階
で
は
、
国

王
大
権
を
「
手
に
す
る
者
の
思
慮
と
叡
智
と
に
委
ね
る
」
場
合
と
、
国
王
の
私
的
な
意
思
に
従
っ
て
恣
意
的
に
権
力
を
行
使
し
て
い
る
と
判
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断
す
る
場
合
と
の
区
別
を
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
カ
ト
リ
ッ
ク
か
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
い
ず
れ
を
奉
じ
る
の
か
、
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
の
い
ず

れ
と
提
携
す
る
の
か
、
生
命
・
自
由
・
財
産
の
保
全
と
い
う
公
共
善
の
実
現
と
絶
対
君
主
政
と
は
両
立
す
る
の
か
、
と
い
う
論
点
と
連
動
な

い
し
立
脚
さ
せ
た
点
は
看
過
で
き
な
い

（
（5
（

。
ロ
ッ
ク
の
か
か
る
姿
勢
を
説
明
す
る
に
は
、
か
か
る
「
人
間
統
治
の
術
」
の
も
う
一
つ
の
解
釈
に

踏
み
込
む
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
三
節
　
統
治
者
の
「
義
務
」
と
「
思
慮
」

一
国
が
直
面
す
る
対
外
関
係
は
、
社
交
や
外
交
、
あ
る
い
は
戦
争
の
い
ず
れ
に
も
転
び
う
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
連
合
権
力
」

を
も
つ
統
治
者
に
よ
っ
て
、
個
々
の
状
況
に
即
し
て
発
揮
さ
れ
る
「
思
慮
と
叡
智
」
の
作
用
が
、
ロ
ッ
ク
の
場
合
、
な
ぜ
反
フ
ラ
ン
ス
、
反

カ
ト
リ
ッ
ク
に
帰
結
す
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ロ
ッ
ク
に
即
し
て
か
か
る
「
思
慮
」
の
展
開
過
程
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
、
彼
の

初
期
の
テ
ク
ス
ト
を
参
照
す
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
既
に
排
斥
法
危
機
に
先
立
ち
、
一
六
六
七
年
以
降
に
執
筆
の
『
寛
容
論
』
に

お
い
て
彼
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
寛
容
の
是
非
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、
国
内
外
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
な
い
し
フ
ラ
ン
ス
の
「
意
図
と
利
害
」

と
を
検
討
し
て
い
る

（
（5
（

。
こ
の
段
階
で
の
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
、
神
が
統
治
者
に
対
し
て
「
社
会
に
お
い
て
人
々
が
互
い
に
静
穏
か
つ

快
適
に
生
活
す
る
た
め
に
権
力
を
授
け
委
託
し
た
」
と
い
う
経
緯
か
ら
、
神
が
統
治
者
に
対
し
て
普
遍
的
な
規
定
と
し
て
課
す
「
義
務
」
と

い
う
原
理
的
次
元
に
お
い
て
、
人
間
社
会
に
直
接
的
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
見
解
や
行
動
に
つ
い
て
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
寛
容
の
余
地
が

あ
る
。
し
か
し
、
神
と
の
関
係
を
離
れ
て
、「
こ
の
王
国
の
安
全
と
平
和
を
確
保
し
、
福
利
を
増
進
さ
せ
る
」
と
い
う
意
味
で
、
寛
容
政
策

が
世
俗
の
統
治
者
に
と
っ
て
利
益
に
な
る
か
ど
う
か
は
、
目
下
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
具
体
的
状
況
に
お
け
る
、
個
々
の
宗
派
の
特
性
を
検
討

し
た
上
で
の
「
思
慮
」
の
問
題
と
な
る
。

ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、「
王
国
の
安
全
と
平
和
」
は
、「
敵
」
に
対
す
る
「
友
」
の
数
的
優
位
に
、「
福
利
の
増
進
」
は
、
臣
民
の
数
と
勤
労
の
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増
加
に
立
脚
す
る
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
寛
容
は
、
い
ず
れ
の
点
に
お
い
て
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
統
治
者
の
利
益
に
な
ら
な
い
。
ロ
ッ
ク
は

カ
ト
リ
ッ
ク
を
「
教
皇
主
義
者
（papists

）」
と
呼
び
、
彼
ら
が
「
和
解
し
が
た
い
敵
」
で
あ
る
こ
と
を
以
下
の
点
に
求
め
る
。
第
一
に
、

カ
ト
リ
ッ
ク
に
は
王
国
の
統
治
に
と
っ
て
破
壊
的
な
教
説
が
含
ま
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
諸
国
で
は
他
宗
派
に
対
し
て
不
寛
容

で
あ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
だ
け
が
不
寛
容
に
対
し
て
寛
容
で
臨
む
こ
と
は
、
統
治
へ
の
妨
害
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
三
に
、「
教
皇

主
義
者
」
は
、
無
謬
と
信
じ
る
教
皇
を
盲
従
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
王
に
忠
誠
を
果
た
さ
な
い
。
教
皇
の
指
示
に
よ
っ
て
い
つ
で
も
国
王
へ

の
服
従
義
務
か
ら
免
れ
、
武
器
を
と
っ
て
秩
序
を
攪
乱
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
教
皇
主
義
」
は
、
人
々
の
無
知
と
熱
狂
に
付
け

入
り
、
聖
職
者
達
の
手
練
手
管
と
精
励
や
、
権
力
と
暴
力
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
好
意
を
持
ち
支
援
す
る
、

同
じ
宗
教
を
持
つ
手
近
な
近
隣
の
君
主
の
力
を
得
る
場
合
」
に
は
、
事
態
は
一
層
危
険
と
な
る
。
第
四
に
、
不
寛
容
政
策
に
よ
っ
て
、
国
内

の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
数
の
増
加
は
阻
止
可
能
で
あ
り
、
加
え
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
王
が
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
盟
主
と
し
て
」
カ
ト
リ
ッ

ク
を
抑
圧
す
る
こ
と
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
陣
営
の
結
束
が
固
ま
り
、（
亡
命
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
流
入
に
よ
り
）
臣
民
の
増
加
と
勤
労
の

促
進
に
寄
与
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
へ
の
不
寛
容
と
非
国
教
徒
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
へ
の
寛
容
が
セ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
で
、

「
敵
」
に
対
す
る
「
友
」
の
数
的
優
位
と
臣
民
の
数
と
勤
労
の
増
加
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
カ
ト
リ
ッ
ク
や
フ
ラ
ン
ス
の
脅
威
の
強
調
、
非
国
教
徒
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
へ
の
寛
容
・
包
括
と
い
う
姿
勢
は
、
後
の
名
誉
革
命

期
に
も
持
続
し
て
お
り
、
ロ
ッ
ク
は
、『
統
治
二
論
』
公
刊
後
の
未
公
刊
冊
子
「
忠
誠
と
革
命
に
つ
い
て
」
の
中
で

（
（5
（

、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
「
教

皇
主
義
と
隷
従
」
か
ら
解
放
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
を
擁
護
し
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
二
世
が
復
位
す
る
な
ら
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
「
イ
エ
ズ
ス
会
士

が
支
配
し
フ
ラ
ン
ス
が
主
人
と
な
り
」「
教
皇
主
義
の
怒
り
や
復
讐
」
に
さ
ら
さ
れ
「
自
国
の
宗
教
、
自
由
、
安
全
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
、

そ
れ
ら
を
失
い
」「
流
血
、
殺
戮
、
荒
廃
」
が
も
た
ら
さ
れ
る
警
告
し
た
。
ロ
ッ
ク
の
見
立
て
で
は
、「
強
力
か
つ
油
断
の
な
ら
な
い
敵
」
が

国
内
に
潜
み
「
密
偵
や
熱
心
な
同
志
」
が
国
内
の
不
信
を
助
長
し
「
無
秩
序
と
混
乱
」
を
も
た
ら
す
こ
と
で
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
を
「
簒
奪
者
」

と
し
「
王
冠
を
奪
お
う
と
し
て
い
る
。」
こ
れ
に
対
抗
す
べ
く
、
各
宗
派
に
意
見
の
一
致
が
な
く
と
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
公
的
事
柄
に
つ
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い
て
連
帯
し
、「
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
安
全
保
障
同
盟
」
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
カ
ト
リ
ッ
ク
並
び
に
フ
ラ
ン
ス
君
主
政
に
対
す
る
敵
対
的
な
態
度
は
、
先
行
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
ユ
グ
ノ
ー
の
立
論
に
近
い
も

の
を
感
じ
さ
せ
る
。
た
だ
し
ロ
ッ
ク
の
場
合
、
か
か
る
態
度
選
択
は
、
何
ら
か
の
原
理
的
な
規
則
に
基
づ
く「
義
務
」と
し
て
で
は
な
く
、「
思

慮
」
の
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
論
じ
方
の
変
化
や
、
前
提
と
な
る
国
際
秩
序
構
想
の
相
違
を
確
認
す
べ
く
、
以
下
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
宗
教
戦
争
の
時
代
に
公
刊
さ
れ
た
暴
君
放
伐
論
と
の
比
較
へ
と
進
も
う
。

ま
ず
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
統
治
者
を
「
暴
君
」
と
し
、
そ
れ
に
対
す
る
ユ
グ
ノ
ー
側
の
抵
抗
の
論
理
を
提
示
し
た
前
世
紀
の
著
作
、『
暴
君

に
対
す
る
権
利
の
主
張
（V

indiciae contra T
yrannos

）』（
一
六
七
九
年
）

（
（5
（

と
比
較
す
る
と
、
ロ
ッ
ク
が
敢
え
て
展
開
し
な
か
っ
た
論

点
が
何
で
あ
る
の
か
が
明
瞭
に
な
る
。
ま
ず
、『
暴
君
に
対
す
る
権
利
の
主
張
』
に
お
い
て
は
、
神
の
教
え
の
実
現
・
擁
護
が
直
接
の
武
力

行
使
の
根
拠
で
あ
る
が
故
に
、「
暴
君
」
へ
の
抵
抗
は
「
権
利
」
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
「
義
務
」
で
あ
っ
た
（II-10

）。
ま
た
ユ
グ
ノ
ー
に
と
っ

て
の
「
真
の
宗
教
」
の
擁
護
が
目
的
で
あ
る
以
上
、
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
寛
容
の
余
地
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
ロ
ッ
ク
の
場
合
は
、
よ
り

世
俗
化
さ
れ
た
生
命
・
自
由
・
財
産
の
脅
威
が
根
拠
と
な
っ
て
お
り
、
人
民
は
常
に
「
天
に
訴
え
る
」
訳
で
は
な
く
、
そ
の
「
権
利
」
は
極

限
状
態
に
限
定
さ
れ
て
発
動
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
（19. 230

）。
さ
ら
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
す
る
不
寛
容
の
是
非
は
教
義
の
内
容
の
み
な

ら
ず
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
家
の
「
安
全
と
平
和
」
の
確
保
、「
福
祉
の
増
進
」
と
い
う
世
俗
的
目
的
と
の
適
合
性
に
か
か
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
『
暴
君
に
対
す
る
権
利
の
主
張
』
は
、
近
隣
の
君
主
の
介
入
可
能
性
に
つ
い
て
、
キ
リ
ス
ト
を
頂
点
と
す
る
一
つ
の
身
体
と
し
て

の
キ
リ
ス
ト
教
世
界
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
の
一
部
が
危
機
に
曝
さ
れ
て
い
る
時
、
そ
れ
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
君
主
の
熱
意
が
国
境
に

よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
す
る
。
む
し
ろ
、
神
の
教
会
を
「
暴
政
」
か
ら
解
放
し
、
征
服
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
者
を
奴
隷
の
く

び
き
か
ら
解
放
す
る
の
は
、
君
主
の
「
義
務
」
で
あ
り
、
傍
観
す
る
者
に
は
、
神
の
裁
き
が
待
っ
て
い
る
、
と
す
ら
警
告
す
る
（IV

-1, 4, 6

）。

こ
れ
に
対
し
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
不
支
持
が
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
ロ
ッ
ク
が
警
告
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
の
世
俗
秩
序
の
荒
廃
で
あ
る
。
ま

た
、
Ｒ
．タ
ッ
ク
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ロ
ッ
ク
の
立
論
は
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
や
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
に
代
表
さ
れ
る
自
然
法
論
や
万
民
法

（法政研究 85－３・４－652）
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論
の
系
譜
と
重
な
っ
て
い
る

（
（5
（

。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
貢
献
が
、
複
数
の
主
権
国
家
が
併
存
す
る
状
態
を
所
与
と
し
て
、

か
か
る
国
家
間
関
係
を
規
制
す
る
法
的
言
語
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
り

（
（5
（

、
宗
教
戦
争
期
の
よ
う
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
れ
カ
ト
リ
ッ
ク

で
あ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
で
の
宗
教
的
統
一
を
視
野
に
入
れ
た
武
力
行
使
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
ロ
ッ
ク
の
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
信
仰
や
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
攻
撃
は
、（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
さ
て
お
き
）
海
峡

を
渡
っ
て
拡
大
・
展
開
し
て
い
く
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
防
衛
的
な
も
の
に
留
ま
っ
て
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
同
盟
の
維
持
と
国
内
の
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
系
宗
派
の
結
束
・
連
帯
が
訴
え
ら
れ
る
に
と
ど
ま
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
武
力
介
入
と
武
力
抵
抗
と
の
国
境
を
越
え
た
展
開
の
可
能
性
が
、
後
景
に
退
い
て
い
る
。
宗
教
の

普
遍
性
は
も
は
や
強
調
さ
れ
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
分
割
と
均
衡
を
半
ば
前
提
と
し
つ
つ
、status quo

を
説
明
す
る
際
の
指
標
の
一
つ

と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
ロ
ッ
ク
の
立
論
に
は
、
反
フ
ラ
ン
ス
・
反
カ
ト
リ
ッ
ク
的
態
度
を
帯
び
て
い
る
と
は
い
え
、
前
世
紀

の
ユ
グ
ノ
ー
の
よ
う
な
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
「
暴
君
」
を
排
除
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
国
家
を
樹
立
す
る
よ
う
介
入
す
る

こ
と
を
「
義
務
」
と
し
て
求
め
る
よ
う
な
強
い
姿
勢
は
あ
ま
り
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
試
み
が
徹
底
し
た
内
戦
状
態
を
引
き
起
こ
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
点
で
、
一
八
世
紀
の
「
啓
蒙
」

（
（5
（

の
文
脈
に
つ
な
が
る
契
機
を
内
包
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

確
か
に
、
反
カ
ト
リ
ッ
ク
・
反
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
姿
勢
は
、
ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
終
生
ほ
ぼ
一
貫
し
て
抱
か
れ
、
時
に
そ
の
調
子
の
激
し
さ

も
相
ま
っ
て
、
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
広
く
抱
か
れ
て
い
た
観
念
連
合
を
前
提
と
す
る
限
り
、
事
実
上
、
他
の
選
択
肢
を
否
定
し
、
特
定

の
判
断
と
行
動
を
強
い
る
も
の
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
そ
れ
は
、
個
人
に
対
し
て
、
政
治
的
に
賢
明
で
あ
れ
と
の
脅
迫
の

下
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
選
択
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
と
は
い
え
、
そ
れ
は
君
主
の
「
義
務
」
で
は
な
く
、（
少
な
く

と
も
理
論
上
は
）
あ
く
ま
で
も
世
俗
的
秩
序
の
維
持
と
繁
栄
の
た
め
に
、
複
数
併
存
し
て
い
る
選
択
肢
の
一
つ
か
ら
「
思
慮
」
に
基
づ
い
て

選
び
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
か
か
る
判
断
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
側
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
内
の
事
情
が
変
化
す
れ
ば
、
他
の
選
択
肢
も
視

野
に
入
っ
て
く
る
理
論
的
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る

（
（6
（

。
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お
わ
り
に

以
上
の
概
観
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
国
制
構
想
は
、
国
内
的
に
も
別
の
国
制
構
想
と
の
競
合
の
中
で
表
明
さ
れ
た

と
同
時
に
、
当
時
競
合
・
併
存
関
係
に
あ
っ
た
複
数
の
国
際
秩
序
構
想
の
一
つ
を
前
提
に
し
て
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

（
（6
（

。
確
か
に
そ
れ

は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
全
般
的
な
議
論
の
傾
向
か
ら
す
る
と
や
や
例
外
的
に
、
理
論
志
向
で
あ
っ
た
が
故
に
、
歴
史
的
・
地
理
的
文
脈
を
越

え
た
適
用
可
能
性
に
開
か
れ
て
い
た
、
と
も
言
い
う
る
。
た
だ
し
、
そ
の
際
の
適
用
の
是
非
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
文
脈
に
お
け
る
、
国
際

秩
序
構
想
の
可
能
性
の
束
と
幅
の
中
の
、
い
ず
れ
と
結
び
つ
く
の
か
、
と
い
う
論
点
を
回
避
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う

な
選
択
自
体
「
連
合
権
力
」
を
手
に
す
る
者
の
「
思
慮
と
叡
智
に
委
ね
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
一
定
の
選
択

を
「
思
慮
と
叡
智
」
に
よ
る
も
の
と
し
て
（
事
後
的
に
）
構
成
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
国
制
構
想
の
適
切
さ
を
考
え
る
に

あ
た
っ
て
避
け
て
は
通
れ
な
い
作
業
で
あ
ろ
う
が
、
事
前
に
成
功
へ
の
確
固
た
る
展
望
が
ど
れ
だ
け
あ
ろ
う
と
も
、
明
白
な
誤
り
で
あ
っ
た

と
す
る
事
後
的
評
価
の
余
地
が
絶
え
ず
残
る
、
不
安
定
で
賭
を
伴
う
作
業
で
も
あ
ろ
う

（
（6
（

。

ま
た
、「
連
合
権
力
」
と
い
う
ロ
ッ
ク
の
造
語
は
、
そ
の
平
和
志
向
の
語
感
が
、
そ
の
後
の
革
命
と
介
入
戦
争
の
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
か
っ

た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ア
ー
ミ
テ
イ
ジ
が
言
う
よ
う
に
「
成
果
の
あ
る
議
論
と
は
な
ら
な
か
っ
た
」
と
結
論
付
け
る
の
は
早
計
で

あ
ろ
う

（
（6
（

。
事
実
、
国
際
政
治
の
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、「
外
国
人
に
関
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
彼
ら
の
行
動
、
彼
ら
の
意
図
や
利
害

の
変
化
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
」
が
故
に
、
立
法
権
力
の
制
約
の
も
と
に
置
く
こ
と
が
難
し
く
、
外
交
交
渉
を
担
当
す
る
者
の
「
思
慮
と
叡

智
と
に
委
ね
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
考
え
方
は
、
二
国
間
の
秘
密
交
渉
を
重
視
し
、
職
業
的
軍
人
と
宮
廷
の
貴
族
や
王
族
に
よ
っ

て
担
わ
れ
る
古
典
外
交
と
親
和
的
で
あ
る

（
（6
（

。
そ
し
て
か
か
る
考
え
方
は
、
Ｅ
． 
Ｈ
．カ
ー
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発

前
ま
で
、「
国
際
関
係
を
扱
う
仕
事
は
、
職
業
と
し
て
こ
れ
に
携
わ
る
人
た
ち
だ
け
の
関
心
事
で
あ
っ
た
。
民
主
主
義
国
で
あ
っ
て
も
、
対

（法政研究 85－３・４－654）
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外
政
策
は
伝
統
的
に
政
党
政
治
の
管
轄
外
と
さ
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
国
の
代
議
機
関
に
し
て
も
、
外
務
省
の
複
雑
怪
奇
な
行
動
を
み
ず
か
ら

き
め
細
か
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
、
な
ど
と
は
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
形
で
継
承
さ
れ
る
の
で
あ
る

（
（6
（

。
ロ
ッ
ク
の
「
連
合
権
力
」

の
そ
の
後
の
帰
趨
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
一
九
世
紀
の
古
典
外
交
に
お
い
て
「
連
合
権
力
」
の
機
能
的
等
価
物
が
、
帝
国
主
義
の
展
開
の

中
で
い
か
に
作
用
し
、
い
か
に
言
語
化
さ
れ
た
の
か
を
追
跡
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
１�

）
本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
四
日
（
日
）
日
本
政
治
学
会
（
関
西
大
学
）
Ｄ
４
【
公
募
企
画
】「
国
際
秩
序
思
想
と
憲
法
」
に
お
け
る
報
告
原
稿
「
啓

蒙
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
秩
序
構
想
と
国
制
構
想
に
お
け
る
相
克
：『
統
治
二
論
』
と
「
連
合
権
力
」」
の
前
半
部
分
に
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

草
稿
に
コ
メ
ン
ト
を
下
さ
っ
た
中
谷
猛
氏
、
加
藤
節
氏
、
苅
部
直
氏
、
森
川
輝
一
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
２�

）
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
『
統
治
二
論
』
の
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
依
拠
し
た
。John Locke, T

w
o treatises of governm

ent; edited w
ith 

an introduction and notes by Peter Laslett, Cam
bridge U

niversity Press, 1988.  

加
藤
節
訳
『
統
治
二
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
。

典
拠
に
つ
い
て
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
第
二
論
文
の
章
と
節
番
号
を
本
文
中
に
記
し
た
。

（
３�

）
D. 

ア
ー
ミ
テ
ィ
ジ
『
思
想
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
：
ホ
ッ
ブ
ズ
か
ら
独
立
宣
言
ま
で
』
山
田
園
子
他
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
五
年

（Foundations of M
odern International T

hought, Cam
bridge U

niversity Press, 2013

）、
Ｒ
．タ
ッ
ク
『
戦
争
と
平
和
の
権
利
：
政
治
思
想
と

国
際
秩
序
：
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
か
ら
カ
ン
ト
ま
で
』
萩
原
能
久
監
訳
、
風
行
社
、
二
〇
一
五
年
（T

he R
ights of W

ar and Peace: Political T
hought 

and the International O
rder from

 G
rotius to K

ant, O
xford U

niversity Press, 1999

）
な
ど
を
参
照
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
初
期
近
代

以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
国
際
秩
序
構
想
に
は
、
帝
国
、
海
洋
、
宗
教
、
勢
力
均
衡
、
政
治
経
済
学
な
ど
、
複
数
の
構
想
間
の
併
存
・
競
合
が
あ
り
、

そ
の
軌
跡
も
、
単
線
的
で
目
的
論
的
な
把
握
を
阻
む
、
重
層
性
、
内
的
緊
張
や
不
連
続
に
満
ち
て
い
る
。
中
で
も
そ
の
不
連
続
性
に
着
目
す
る
と
、
初
期

近
代
か
ら
啓
蒙
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
思
想
に
限
定
し
て
も
、
信
仰
の
分
裂
、「
新
世
界
の
発
見
」
に
伴
う
交
易
・
商
業
の
台
頭
、
七
年
戦
争
、
革
命
と
反

革
命
と
い
っ
た
契
機
が
浮
か
び
上
が
る
。
一
国
史
的
な
視
座
を
超
え
る
か
か
る
試
み
は
、
あ
る
思
想
や
議
論
の
特
定
地
域
と
の
繋
が
り
や
、
国
境
を
越
え

た
思
想
の
伝
播
や
継
承
、
異
な
る
文
脈
や
問
題
関
心
へ
の
適
用
に
伴
う
読
み
替
え
へ
の
関
心
（
空
間
論
的
転
回
）
と
も
接
合
す
る
。
な
お
、
著
者
に
よ
る

早
い
段
階
で
の
試
み
と
し
て
は
、
安
武
真
隆
「im

perium
 vs respublica? 

―17
―18

世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
帝
国
、
世
界
君
主
政
、
勢
力
均
衡
」『
思

想
』
一
〇
二
〇
号
、
二
〇
〇
九
年
四
月
、
同
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
初
期
近
代
に
お
け
る
宗
教
ガバ

ナ
ン
ス
─
「
世
界
君
主
政
」
を
め
ぐ
る
ユ
グ
ノ
ー
の
教
義

と
連
帯
」
遠
藤
乾
編
『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガバ

ナ
ン
ス
の
歴
史
と
思
想
』
有
斐
閣
、
第
九
章
、
二
〇
一
〇
年
、
同
「「
人
道
的
介
入
」
の
政
治
的
デ
ィ
レ
ン
マ
：

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
空
爆
の
事
例
を
手
が
か
り
に
」『
関
西
大
学
法
学
論
集
』
五
一
巻
二
・
三
号
、
二
〇
〇
一
年
九
月
。

（85－３・４－655）
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（
４�

）
ア
ー
ミ
テ
ィ
ジ
前
掲
書
、
第
五
―
七
章
、
タ
ッ
ク
前
掲
書
、
第
六
章
。
注
61
も
参
照
。

（
５�

）
本
稿
で
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
ラ
ス
レ
ッ
ト
、
コ
ッ
ク
ス
、
ジ
ョ
ン
・
ダ
ン
に
お
け
る
「
連
合
権
力
」
を
め
ぐ
る
解
釈
を
手
掛
か
り
と
し
た
検
討
を

展
開
す
る
。
な
お
、
ア
ッ
シ
ュ
ク
ラ
フ
ト
は
「
連
合
権
力
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
ら
ず
、
該
当
箇
所
を
執
行
権
力
な
い
し
国
王
大
権
の
問
題
と
し

て
立
法
権
力
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
に
と
ど
ま
る
。Richard A

shcraft, R
evolutionary Politics &

 Locke’s T
w

o T
reatise of G

overnm
ent, 

Princeton U
niversity Press, 1986.

（
６�

）
ア
ー
ミ
テ
イ
ジ
前
掲
書
、
一
一
八
―
九
頁
。

（
７�

）
Ｐ
．ラ
ス
レ
ッ
ト
の
古
典
的
ロ
ッ
ク
研
究
以
来
、『
統
治
二
論
』
の
テ
ク
ス
ト
の
か
な
り
の
部
分
が
、
名
誉
革
命
に
先
行
す
る
排
斥
法
案
を
め
ぐ
る
危
機
の

時
期
に
執
筆
さ
れ
た
公
算
が
高
い
と
さ
れ
、
執
筆
と
公
刊
と
の
意
図
の
ズ
レ
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
名
誉
革
命
後
に
初
め
て
公
刊
（
一
六
九
〇
年
）

さ
れ
た
『
統
治
二
論
』
の
「
緒
言
」
で
ロ
ッ
ク
は
、「
わ
が
偉
大
な
復
興
者
、
わ
が
現
国
王
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
王
座
」
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
名
誉
革

命
と
『
統
治
二
論
』
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
も
、
依
然
と
し
て
看
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。『
統
治
二
論
』
の
執
筆
時
期
を
め
ぐ
る
論
争
に
つ

い
て
は
、
以
下
も
参
照
。J. R. M

ilton, D
ating Locke’s Second T

reatise, H
istory of Political T

hought, 16-3, A
utum

n 1995, pp. 356-390.

（
８�

）
浜
林
正
夫
『
名
誉
革
命
史
』
上
、
未
来
社
、
一
九
八
一
年
、
七
四
―
六
頁
：A

shcraft, op.cit. p. 17

（
９�

）A
shcraft, ibid. pp.18-9.  M

oneyed interest

とLanded interest

と
の
対
立
が
既
に
こ
こ
に
看
取
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
当
時
の
オ
ラ

ン
ダ
を
カ
ル
タ
ゴ
に
な
ぞ
ら
え
、
そ
の
打
倒
を
叫
ん
だ
の
は
、
後
に
下
野
し
宮
廷
と
対
立
関
係
に
入
る
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
は
こ

の
段
階
で
は
密
約
の
詳
細
を
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

（
10�

）
一
六
七
二
年
の
信
仰
許
容
宣
言
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
容
認
と
と
も
に
、
国
王
大
権
に
よ
る
議
会
制
定
法
（
国
教
会
統
一
法
）
の
適
用
の
免
除
・
猶
予

の
措
置
を
通
じ
て
、
国
王
に
忠
誠
を
誓
う
非
国
教
徒
の
支
援
を
獲
得
す
る
こ
と
も
目
的
と
さ
れ
た
。
青
柳
か
お
り
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
：
包
括
と

寛
容
の
時
代
』
彩
流
社
、
二
〇
〇
八
年
。

（
11�

）「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
普
遍
君
主
政
と
す
る
た
め
に
雇
わ
れ
（paid

）」「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
少
な
く
と
も
フ
ラ
ン
ス
の
属
国
と
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
疑
念
も
、
既
に
一
六
七
三
年
に
は
表
明
さ
れ
て
い
る
。A

shcraft, op.cit. p. 21. 

（
12�

）
当
時
の
ウ
ィ
ッ
グ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
絶
対
君
主
政
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
皇
支
配
と
い
う
観
念
連
合
が
一
定
の
説
得
力
を
持
っ
て
い
た
。「
全
世
界
に

は
二
週
類
の
君
主
政
し
か
存
在
し
な
い
。
ひ
と
つ
は
フ
ラ
ン
ス
君
主
政
の
よ
う
に
絶
対
的
で
制
限
の
な
い
も
の
で
、
そ
の
臣
民
の
生
命
を
国
王
が
自
由

に
取
り
扱
え
る
。
宮
廷
の
奢
侈
の
た
め
に
、
ほ
か
の
国
の
財
産
を
侵
害
し
、
卑
し
い
資
産
を
持
つ
小
物
達
が
国
務
大
臣
で
あ
る
。
絶
対
君
主
政
の
人
物

は
誰
で
あ
れ
、
私
に
は
疑
わ
し
い
。
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
枢
機
卿
は
、
モ
ン
モ
ラ
シ
ー
公
ほ
ど
偉
大
な
人
物
を
容
赦
し
た
り
は
せ
ず
、
た
だ
そ
の
首
を
切
り

落
と
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
全
て
は
絶
対
君
主
政
を
支
援
す
る
た
め
で
あ
る
」「
教
皇
と
奴
隷
、
ま
る
で
二
人
の
姉
妹
の
よ
う
に
、
手
を
携
え
て
進
む
」。

（Sir H
enry Capel, 7 January 1681, quoted in D

unn, op.cit. p. 44.

）
ま
た
一
六
七
八
―
八
一
年
の
「
カ
ト
リ
ッ
ク
陰
謀
事
件
」
は
、
イ
ン
グ
ラ

（法政研究 85－３・４－656）
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ン
ド
の
反
カ
ト
リ
ッ
ク
感
情
を
高
め
る
捏
造
事
件
と
な
っ
た
。

（
13�

）
浜
林
前
掲
書
、
第
二
章
。Peter Laslett, introduction, in Locke, T

w
o treatises of governm

ent.
（
14�
）
青
柳
前
掲
書
、
三
章
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
ロ
ッ
ク
も
ま
た
既
に
一
六
六
七
年
以
降
に
執
筆
の
『
寛
容
論
』
に
お
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
不
寛
容
を

正
当
化
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
の
包
括
を
志
向
す
る
議
論
を
展
開
し
て
い
た
（
後
述
）。

（
15�

）
類
似
の
表
現
と
し
て
「
多
く
の
場
合
、
最
善
の
技
巧
に
よ
っ
て
政
治
的
共
同
体
の
利
益
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
権
力
を
任
さ
れ
た
人
々

の
思
慮
に
委
ね
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（12. 147

）。

（
16�

）
既
に
ジ
ョ
ン
・
ダ
ン
が
排
斥
法
危
機
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
は
「
著
し
く
出
来
の
悪
い
（notably ham

-fisted

）」
と
指
摘
し
て
い
る
。

D
unn, op.cit. pp. 53-7.  

ロ
ッ
ク
が
、
選
挙
制
度
の
改
革
、
議
会
の
招
集
に
お
い
て
国
王
大
権
に
主
導
権
を
与
え
、
ウ
ィ
ッ
グ
が
主
張
し
た
議
会
の
定

期
的
開
催
に
つ
い
て
消
極
的
で
あ
る
こ
と
も
、
ダ
ン
の
か
か
る
評
価
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
ア
ッ
シ
ュ
ク
ラ
フ
ト
は
急
進

的
ウ
ィ
ッ
グ
の
中
で
の
ロ
ッ
ク
の
非
典
型
性
を
指
摘
し
て
反
論
し
て
い
る
。A

shcraft, op.cit. pp. 184-5.

（
17�

）
ク
ー
デ
タ
成
功
に
よ
り
モ
ン
マ
ス
公
が
王
位
に
就
い
た
際
の
記
述
と
読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
本
稿
で
は
踏
み
込
ん
で
検
討
す
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。

（
18�

）
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
弟
で
カ
ト
リ
ッ
ク
を
公
言
す
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
一
六
八
五
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
王
に

即
位
し
た
。
こ
の
際
に
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
庶
子
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
モ
ン
マ
ス
公
が
、
継
承
権
を
主
張
し
て
反
乱
を
起
こ
す
も
、
鎮
圧
さ
れ
処
刑
さ

れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
一
六
八
三
年
に
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
と
ヨ
ー
ク
公
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
暗
殺
計
画
で
あ
る
「
ラ
イ
ハ
ウ
ス
陰
謀
事
件
（Rye 

H
ouse Plot

）」
の
発
覚
に
よ
り
、
ア
ル
ジ
ャ
ノ
ン
・
シ
ド
ニ
ー
が
処
刑
さ
れ
て
い
る
。
ア
ッ
シ
ュ
ク
ラ
フ
ト
は
、『
統
治
二
論
』
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
、

排
斥
法
危
機
よ
り
も
こ
の
事
件
を
重
視
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
19�

）
浜
林
前
掲
書
、
第
三
章
。
な
お
本
稿
の
視
角
は
、「
た
ん
に
名
誉
革
命
の
正
当
化
と
い
う
旧
来
の
視
点
だ
け
で
な
く
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
い
う
外
国
人
君

主
を
新
た
に
主
権
者
と
し
て
招
き
入
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ばinclusion crisis

の
観
点
か
ら
新
た
に
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
木
村
俊
道
氏
の

問
題
提
起
に
応
え
る
も
の
で
も
あ
る
。
木
村
俊
道
『
文
明
の
作
法
―
初
期
近
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
政
治
と
社
交
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇

一
〇
年
、
一
六
五
頁
。

（
20�

）Jonathan Israel (ed.), T
he A

nglo-D
utch M

om
ent: E

ssays on the G
lorious R

evolution and Its W
orld Im

pact, Cam
bridge 

U
niversity Press, 1991, general introduction &

 ch. 3 (T
he D

utch role in the Glorious Revolution).

（
21�

）
長
谷
部
恭
男
『
憲
法
の
理
性
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
、
第
三
章
。
同
『
比
較
不
能
な
価
値
の
迷
路
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
、

一
六
―
七
頁
は
、「
外
敵
の
攻
撃
に
降
伏
す
る
こ
と
で
、
以
前
よ
り
も
む
し
ろ
社
会
全
体
の
厚
生
が（
長
期
的
に
は
）向
上
し
た
か
に
見
え
る
歴
史
的
実
例
」

と
し
「
日
本
を
占
領
し
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
」
と
の
「
一
定
の
歴
史
の
符
合
」
を
見
出
す
。
か
か
る
オ
ラ
ン
ダ
理
解
は
、
後
述
の
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
「
友
」

（85－３・４－657）
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「
敵
」
関
係
と
対
応
し
な
い
。

（
22�

）Israel, op.cit. pp. 106-7, 111.  

オ
ラ
ン
ダ
の
各
都
市
に
移
住
し
た
ユ
グ
ノ
ー
に
は
神
学
者
・
哲
学
者
が
含
ま
れ
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
主
義
の
正
統
的
な
主

張
を
強
化
し
、
ル
イ
一
四
世
に
反
対
す
る
声
を
上
げ
て
い
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
侯
か
ら
一
万
四
千
人
の
熟
練
兵
の
派
遣
を
一
六

八
八
年
九
月
に
秘
密
協
定
に
よ
り
確
保
も
し
て
い
る
。

（
23�

）
通
俗
的
に
は
、
ウ
ィ
レ
ム
の
軍
事
進
攻
は
宗
教
的
観
点
か
ら
説
明
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
、
以
前
と
同
じ
宗
教
的
要
素
と
し
て
把
握

可
能
な
も
の
か
、「
商
業
戦
争
」
よ
り
も
重
要
か
ど
う
か
で
は
、
論
争
が
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
れ
ば
、
宗
教
を
根
拠
に
し
て
オ
ラ
ン
ダ
政
府
が
国
際

舞
台
で
何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
、
と
り
わ
け
軍
事
行
動
を
遂
行
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
そ
の
よ
う
に
周
辺
諸
国
か
ら
も
一
般
に
信
じ
ら
れ
て
い
た
。

同
時
代
人
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の
軍
事
侵
攻
を
宗
教
的
観
点
か
ら
理
解
す
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
な
か
っ
た
。Israel, op.cit. pp. 111-2.

（
24�

）Israel, op.cit. p. 115. 
浜
林
前
掲
書
、
第
二
章
。

（
25�

）
ア
ー
ミ
テ
イ
ジ
前
掲
書
、
第
三
章
「
象
と
鯨
―
世
界
史
に
お
け
る
帝
国
と
海
洋
」
参
照
。

（
26�

）
オ
ラ
ン
ダ
内
部
の
内
紛
を
見
て
、
フ
ラ
ン
ス
側
は
オ
ラ
ン
ダ
に
よ
る
ブ
リ
テ
ン
侵
攻
の
可
能
性
を
低
く
見
積
も
り
、
一
六
八
五
年
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
選

帝
侯
カ
ー
ル
二
世
の
死
去
以
来
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
継
承
権
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
一
六
八
八
年
に
ド
イ
ツ
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
侵
略
を
開
始
し
た
。

ウ
ィ
レ
ム
は
か
か
る
動
向
も
踏
ま
え
て
ブ
リ
テ
ン
侵
攻
を
敢
行
し
た
と
思
わ
れ
る
。Israel, op.cit.

（
27�

）
オ
ラ
ン
ダ
側
の
好
戦
性
が
、
ル
イ
に
対
す
る
心
理
的
圧
迫
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
を
穏
健
派
は
期
待
し
た
。Ibid.

（
28�

）
こ
の
点
を
イ
ス
ラ
エ
ル
は
以
下
の
よ
う
に
要
約
す
る
。「
か
か
る
状
況
下
で
オ
ラ
ン
ダ
国
家
が
安
全
を
確
保
す
る
唯
一
の
道
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
二
世
の

「
絶
対
権
力
」
を
早
急
に
打
倒
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
の
親
仏
勢
力
た
る
カ
ト
リ
ッ
ク
を
押
さ
え
込
み
、
議
会
を
招
集
し
、
そ
の
権
威
を
復
活
さ
せ
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
を
フ
ラ
ン
ス
に
対
抗
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
ブ
リ
テ
ン
侵
攻
の
本
質
的
目
的
は
、
極
め
て
限
定
さ
れ
て
お
り
明
確
に
表
明
さ

れ
て
い
た
。
そ
れ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
王
位
と
そ
の
国
（
民
）
を
、「
友
邦
と
同
盟
国
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
こ
の
国
に
と
っ
て
、
有
益
な
も
の
」
と
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
。
九
月
二
九
日
の
ホ
ラ
ン
ト
諸
州
の
内
密
の
決
議
文
に
よ
れ
ば
…
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
信
仰
を
保
護
し
、
オ
レ
ン
ジ
公
と
王
女
の
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
王
位
継
承
上
の
利
益
は
、
明
ら
か
に
二
次
的
な
理
由
と
し
て
添
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
両
者
は
戦
略
的
な
要
素
に
く
ら

べ
て
強
調
さ
れ
な
か
っ
た
」（Ibid. pp. 190-20

）

（
29�

）
以
上
の
概
観
は
、
ロ
ッ
ク
か
ら
見
た
オ
ラ
ン
ダ
の
「
意
図
や
利
害
」
の
同
定
と
し
て
、
甚
だ
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少

な
く
と
も
ロ
ッ
ク
は
『
統
治
二
論
』
に
お
い
て
「
征
服
」
そ
れ
自
体
を
支
配
の
起
源
と
は
し
て
い
な
い
（16. 175

）。
と
は
い
え
、
侵
攻
前
に
ロ
ッ

ク
は
オ
ラ
ン
ダ
に
滞
在
し
て
お
り
、
侵
攻
直
後
に
は
、
レ
モ
ン
ス
ト
ラ
ン
ト
派
の
神
学
者
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ァ
ン
・
リ
ン
ボ
ル
ヒ
ュ(Philip van 
Lim

borch)

か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
書
簡
も
受
領
し
て
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
動
向
に
無
知
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。「
我
々
は
、
貴
国
に
お
け
る
事
態
の

幸
福
な
帰
結
に
と
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
事
態
が
、
こ
の
事
態
に
大
い
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
、
貴
国
が
無
自
覚
で
は
居
ら
れ
な
い
こ
と
を
、
我
々
は

（法政研究 85－３・４－658）
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望
ん
で
い
ま
す
。」E. S. de Beer ed., T

he Correspondence of John Locke (8 vols, Clarendon Press, 1976-8), III, p. 607 (V
an Lim

borch 
to Locke, 26 A

pril/6 M
ay 1689). 

（
30�
）Ｊ
・
Ｇ
・
Ａ
・
ポ
ー
コ
ッ
ク
『
島
々
の
発
見
：「
新
し
い
ブ
リ
テ
ン
史
」
と
政
治
思
想
』
犬
塚
元
監
訳
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
、
第
７
章
「
歴

史
の
な
か
の
第
三
の
王
国
」
第
８
章
「
一
六
八
八
年
の
意
義
」（T

he D
iscovery of Islands:E

ssay in British H
istory, Cam

bridge U
niversity 

Press, 2005, 

原
論
文
の
初
出
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
二
〇
〇
三
年
と
一
九
九
一
年
）; J. G. A

. Pocock, T
he Fourth English Civil W

ar: D
issolution, 

D
esertion and A

lternative H
istories in the Glorious Revolution, G

overnm
ent and O

pposition, 23-2, 1988, pp. 151-66; idem
, T

he 
A

ncient Constitution and the Feudal Law
, Cam

bridge U
niversity Press, 1957.

（
31�

）
国
王
に
背
い
て
武
器
を
取
る
こ
と
は
不
法
で
あ
り
、
国
王
の
協
賛
な
し
に
議
会
は
立
法
し
得
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
た
。
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
Ｈ
・

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
『
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
と
主
権
理
論
』
今
中
比
呂
志
・
渡
辺
有
三
訳
、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
〇
年
、
四
章
（
原
著
一
九
七
八
年
）。

（
32�

）
既
に
、
服
従
を
調
達
す
る
た
め
に
議
会
の
構
成
を
操
作
し
よ
う
と
す
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
試
み
は
、「
統
治
の
解
体
」
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
「
立
法
府

の
改
変
」
と
も
表
現
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
ッ
シ
ュ
ク
ラ
フ
ト
は
、『
統
治
二
論
』
第
一
九
章
「
統
治
の
解
体
に
つ
い
て
」
に
つ
い
て
、「
兵
力
、
財

力
、
官
職
」
を
駆
使
し
て
君
主
が
立
法
府
を
改
変
す
る
こ
と
で
、
反
対
す
る
者
を
「
脅
迫
し
抑
圧
す
る
権
威
を
手
中
に
し
」「
外
国
に
よ
る
征
服
と
ほ
と

ん
ど
異
な
ら
な
い
結
果
を
引
き
起
こ
し
」「
人
民
を
外
国
の
勢
力
に
引
き
渡
し
」「
統
治
の
解
体
」
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
、
と
の
記
述
を
、
急
進
的

ウ
ィ
ッ
グ
が
ジ
ェ
イ
ム
ズ
二
世
の
一
六
八
八
年
頃
の
言
動
と
重
ね
て
理
解
す
る
よ
う
、
出
版
直
前
に
二
二
二
節
に
要
約
し
て
記
載
し
た
と
解
釈
し
て
い

る
。A

shcraft, op.cit. pp.546-7.

（
33�

）事
実
、
名
誉
革
命
後
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
王
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
を「
簒
奪
者
」と
呼
ぶ
こ
と
に
対
し
て
、
ロ
ッ
ク
は「
も
っ
と
も
邪
悪
な（pernicious

）見
解
」

と
評
価
し
て
い
る
。O

n A
llegiance and the Revolution (1690), in Locke, Political E

ssays, M
ark Goldie (ed.), Cam

bridge U
niversity 

Press, 1997, p. 311
;

「
忠
誠
と
革
命
に
つ
い
て
」『
ロ
ッ
ク
政
治
論
集
』
山
田
園
子
・
吉
村
伸
夫
訳
、
法
政
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
、
二
六
四
頁
。

（
34�

）Pocock, T
he A

ncient Constitution and the Feudal Law
.

（
35�

）
ポ
ー
コ
ッ
ク
前
掲
書
、
一
五
六
頁
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
前
掲
書
、
第
四
章
。

（
36�

）Israel, op.cit. p. 123.

（
37�

）
と
は
い
え
ロ
ッ
ク
の
立
論
の
適
用
可
能
性
に
つ
い
て
の
ア
ー
ミ
テ
イ
ジ
の
以
下
の
指
摘
は
示
唆
に
富
む
。「
ロ
ッ
ク
が
『
統
治
二
論
』
で
提
示
し
た
議

論
の
大
半
は
、
世
界
の
様
々
な
地
域
に
お
け
る
権
利
保
有
者
と
し
て
の
成
熟
し
た
人
間
す
べ
て
に
適
用
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
人
間
は
、
貨
幣
経

済
、
私
有
財
産
制
、
臣
民
あ
る
い
は
市
民
の
相
続
を
保
護
す
る
政
府
を
有
す
る
の
で
あ
る
。」
前
掲
書
、
第
五
章
、
一
二
〇
頁
。

（
38�

）そ
の
限
り
で
古
来
国
制
の
提
示
も
ま
た
、
あ
る
特
定
の
時
期
に
展
開
さ
れ
構
成
さ
れ
た
言
説
で
あ
る
。
犬
塚
元「
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
の
ホ
ッ
ブ
ズ『
リ
ヴ
ァ

イ
ア
サ
ン
』
批
判　

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
王
党
派
の｢

君
主
主
義｣

政
治
思
想
と
そ
の
系
譜
分
類
を
め
ぐ
っ
て
（
一
）（
二
・
完
）」『
法
学
』
七
六
巻
三
号
、

（85－３・４－659）
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二
〇
一
二
年
八
月
、
七
六
巻
六
号
、
二
〇
一
三
年
一
月
。

（
39�

）
ポ
ー
コ
ッ
ク
前
掲
書
、
一
三
三
、
一
四
四
頁
。

（
40�
）
ポ
ー
コ
ッ
ク
前
掲
書
、
一
三
四
頁
。

（
41�
）Istvan H

ont, T
he “Rich Country-Poor Country” D

ebate Revised

：T
he Irish O

rigins and French Reception of the H
um

e 
Paradox, in Carl W

ennerlind and M
argaret Schabas eds. D

avid H
um

e’s Political E
conom

y, Routledge, 2008, pp. 243-323; D
avid 

A
rm

itage, T
he Scottish V

ision of Em
pire: Intellectual O

rigins of the D
arien V

enture, in Robertson (ed.), A
 U

nion for E
m

pire: 
Political T

hought and the British U
nion of 1707, Cam

bridge U
niversity Press, 1995/2006, pp. 97-118.  

イ
シ
ュ
ト
フ
ァ
ン
・
ホ
ン
ト『
貿

易
の
嫉
妬 

国
際
競
争
と
国
民
国
家
の
歴
史
的
展
望
』
田
中
秀
夫
監
訳
、
昭
和
堂
、
二
〇
〇
九
年
、
序
文
（
原
著
二
〇
〇
五
年
）

（
42�

）H
ont, op.cit., p.251.  Cf. W

illiam
 M

olyneux, T
he Case of Ireland’s Being Bound by A

cts of Parliam
ent in E

ngland, Stated, 
D

ublin: Joseph Ray, 1698.

（
43�

）Cf. John Locke, Irish T
rade Proposal for the Board of T

rade, A
ugust 24, 1697, in Bourne, Life of John Locke, 1876, V

ol. 2, pp. 
363-72.  

厳
密
に
は
連
名
の
文
書
で
あ
る
。

（
44�

）H
ont, op.cit., p.252. Cf. Charles D

avenant, A
n E

ssay upon the Probable M
ethods of M

aking a people G
ainers in the Balance of 

T
rade, London : Printed for Jam

es K
napton, 1699.

（
45�

）
し
た
が
っ
て
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
フ
ラ
ン
ス
へ
の
「
従
属
」
か
ら
防
衛
し
よ
う
と
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
意
図
」（
加
藤
節
「
解
説
」『
統

治
二
論
』
岩
波
文
庫
、
六
〇
〇
頁
）
と
同
時
に
、「
文
明
化
さ
れ
た
君
主
政
」
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
「
従
属
」
さ
せ
る
（「
意
図
」

は
さ
て
お
き
）
機
能
も
持
ち
え
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
か
か
る
論
点
は
ヒ
ュ
ー
ム
の
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
史
』
等
に
即
し
て
展
開
可
能
で
あ
ろ
う
。

参
照
、
犬
塚
元
「「
文
明
化
さ
れ
た
君
主
政
」
論
の
王
党
派
的
起
源
：
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ウ
ォ
リ
ッ
ク
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ハ
イ
ド
と
、
ヒ
ュ
ー
ム
」
坂
本
達
哉
・

長
尾
伸
一
編
『
徳
・
商
業
・
文
明
社
会
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
一
四
七
―
一
七
二
頁
、
二
〇
一
五
年
、
木
村
俊
道
「
君
主
主
義
の
政
治
学
」
犬
塚

元
編
『
政
治
哲
学
２
：
啓
蒙
・
改
革
・
革
命
』
第
一
章
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
。

（
46�

）Richard H
. Cox, Locke on W

ar and Peace, O
xford U

niversity Press, 1960, p. 194.  

コ
ッ
ク
ス
は
『
統
治
二
論
』
執
筆
の
時
期
に
、
ガ
ブ

リ
エ
ル
・
ノ
ー
デ
『
ク
ー
デ
タ
に
関
す
る
政
治
的
考
察
』
か
ら
の
メ
モ
が
あ
る
こ
と
を
、
そ
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

（
47�

）John D
unn, T

he Political T
hought of John Locke : A

n H
istorical A

ccount of the A
rgum

ent of the‘T
w

o T
reatis of the 

G
overnm

ent’, Cam
bridge U

niversity Press, 1969, pp. 158-164.  

最
終
的
に
ダ
ン
は
、
こ
の
点
で
ロ
ッ
ク
が
「
一
貫
せ
ず
注
意
を
欠
い
て
執
筆
し

た
」
と
の
評
価
を
下
す
。

（
48�

）
ホ
ッ
ブ
ズ
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
第
一
部
第
一
三
章
。Cf. T

hom
as Poole, Locke on the Federative, LSE Law

, Society and Econom
y 

（法政研究 85－３・４－660）
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W
orking Papers 22/2017.

（
49�

）John Locke, Som
e T

houghts Concerning Reading and Study for a Gentlem
an, idem

, Political E
ssays, M

ark Goldie (ed.), 
Cam

bridge U
niversity Press, 1997, p. 351

（
山
田
園
子
・
吉
村
伸
夫
訳
『
ロ
ッ
ク
政
治
論
集
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
七
年
、
三
三
二
頁
）

こ
の
二
分
法
に
立
脚
し
た
研
究
と
し
て
、
中
神
由
美
子
『
実
践
と
し
て
の
政
治
、
ア
ー
ト
と
し
て
の
政
治
―
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
政
治
思
想
の
再
構
成
』

創
文
社
、
二
〇
〇
三
年
も
参
照
。
ま
た
辻
康
夫
「
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
政
治
思
想
―
―
近
代
的
諸
価
値
の
意
義
と
脆
弱
性
（
一
）—

（
五
・
完
）」（『
国

家
学
会
雑
誌
』
一
〇
六
巻
一
・
二
号
、
七
・
八
号
、
九
・
一
〇
号
、
一
〇
七
巻
七
・
八
号
、
一
〇
八
巻
三
・
四
号
、
一
九
九
三
―
九
五
年
）
は
、
そ
の
「
補

論
」
お
い
て
、
こ
の
二
分
法
を
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
、
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
と
連
続
す
る
区
別
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

（
50�

）
木
村
俊
道
『
文
明
の
作
法
』、
同
『
文
明
と
教
養
の
〈
政
治
〉
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
以
前
の
政
治
思
想
』
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
一
三
年
。

（
51�

）Locke, Som
e T

houghts Concerning E
ducation, J. W

. and J. S. Y
olton eds., Clarendon Press, 1989, p. 200

（
服
部
知
文
訳
『
教
育
に

関
す
る
考
察
』
岩
波
文
庫
、
一
九
六
七
年
、
二
二
三
―
四
頁
）。

（
52�

）
か
か
る
側
面
を
強
調
す
る
研
究
と
し
て
、
辻
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
53�

）
こ
の
こ
と
は
、
ロ
ッ
ク
の
立
論
が
、
オ
ラ
ン
ダ
と
フ
ラ
ン
ス
の
覇
権
争
い
と
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
派
争
い
の
一
方
に
コ
ミ
ッ
ト

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
既
存
の
国
際
関
係
か
ら
解
放
さ
れ
る
形
で
国
制
論
を
展
開
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

主
権
者
に
対
す
る
政
治
的
服
従
の
根
拠
を
、
世
俗
的
な
形
で
提
示
す
る
こ
と
に
失
敗
し
て
い
る
（「
天
へ
の
訴
え
」
に
着
手
す
る
判
断
根
拠
を
善
良
な
キ

リ
ス
ト
者
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
の
良
心
に
求
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
故
に
、
無
神
論
者
も
カ
ト
リ
ッ
ク
も
寛
容
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た
）、
と
す

る
ダ
ン
の
指
摘
と
も
符
合
す
る
。John D

unn, Consent in the Political T
heory of John Locke, in Political O

bligation in Its H
istorical 

Context, Cam
bridge U

niversity Press, 2009, p. 31; idem
, T

he Political T
hought of John Locke, p. 127; I. H

ont, A
dam

 Sm
ith’s 

history of law
 and governm

ent as political theory, in R. Bourke and R. Guess eds., Political Judgem
ent: E

ssays for John D
unn, 

Cam
bridge U

niversity Press, 2009, pp. 134-5.  

な
お
、
寛
容
概
念
に
内
在
す
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
故
に
、
寛
容
・
不
寛
容
の
線
引
き
が
個
別
具
体
的

な
文
脈
に
依
存
し
た
「
思
慮
」
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
山
岡
龍
一
「
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
誕
生
と
逆
説
」
姜
尚
中
・
齋

藤
純
一
編
『
逆
光
の
政
治
哲
学
： 

不
正
義
か
ら
問
い
返
す
』
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
六
年
、
第
二
章
。
ま
た
辻
前
掲
論
文
（
第
二
部
第
一
章
第
二
節
）
は
、

こ
の
点
を
国
際
社
会
の
組
織
化
の
未
成
熟
ゆ
え
の
、
相
互
承
認
や
対
等
性
を
基
礎
と
す
る
普
遍
主
義
の
観
点
の
限
界
と
捉
え
る
。

（
54�

）
山
田
園
子
『
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
『
寛
容
論
』
の
研
究
』
渓
水
社
、
二
〇
〇
六
年
、John Locke, A

n essay concerning toleration : and 
other w

ritings on law
 and politics, 1667-1683, edited by J.R. M

ilton and Philip M
ilton, Clarendon Press, 2006; idem

, Essay on 
T

oleration, idem
, Political E

ssays, M
ark Goldie (ed.), Cam

bridge U
niversity Press, 1997, pp. 306-313.  

辻
前
掲
論
文
、
第
二
部
第
二
章

第
五
節
、
中
神
前
掲
書
、
第
一
部
第
一
章
。

（85－３・４－661）
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（
55�

）On A
llegiance and the Revolution, (1690), Locke, Political E

ssays, pp. 306-313.  

『
ロ
ッ
ク
政
治
論
集
』二
五
八
―
二
六
八
頁
。
辻
前
掲
論
文
、

第
二
部
第
三
章
第
一
節
、
中
神
前
掲
書
、
第
一
部
第
三
章
。

（
56�
）『
僭
主
に
対
す
る
ウ
ィ
ン
デ
ィ
キ
ア
エ
：
神
、
公
共
的
国
家
、
人
民
全
体
そ
れ
ぞ
れ
の
権
利
の
回
復
を
僭
主
に
抗
し
て
請
求
す
る
』
城
戸
由
紀
子
訳
、

東
信
堂
、
一
九
九
八
年
。
典
拠
に
あ
た
っ
て
は
、
大
問
と
、
翻
訳
に
際
し
て
付
さ
れ
た
小
問
の
設
問
番
号
を
、
本
文
中
に
記
す
。

（
57�

）
Ｒ
．タ
ッ
ク
前
掲
書
、
第
六
章
。
辻
前
掲
論
文
も
、『
統
治
二
論
』
の
第
二
論
文
の
論
述
の
順
序
と
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
と
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
（
第

二
部
第
三
章
第
一
節
）。

（
58�

）
太
田
義
器
『
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
国
際
政
治
思
想
―
主
権
国
家
秩
序
の
形
成
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
三
年
、
ホ
ン
ト
『
貿
易
の
嫉
妬
』
序
文
。

（
59�

）
犬
塚
元
「「
啓
蒙
の
物
語
叙
述
」
の
政
治
思
想
―
―
ポ
ー
コ
ッ
ク
『
野
蛮
と
宗
教
』
と
ヒ
ュ
ー
ム
」『
思
想
』
一
〇
〇
七
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
。

（
60�

）
こ
の
点
で
、『
寛
容
論
』
前
後
の
テ
ク
ス
ト
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
ロ
ッ
ク
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
内
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
多
様
性
を
認
識
し
つ
つ
、

全
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
排
除
で
は
な
く
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
排
除
に
立
論
を
限
定
し
て
い
た
と
の
解
釈
と
し
て
以
下
を
参
照
。
武
井
敬
亮
『
国

家
・
教
会
・
個
人 

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
世
俗
社
会
認
識
論
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
、
第
二
章
。John M

arshall, John Locke: 
R

esistance, R
eligion and R

esponsibility, Cam
bridge U

niversity Press, 1994.

（
61�

）
ロ
ッ
ク
の
国
際
秩
序
構
想
の
も
う
一
つ
の
可
能
性
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
こ
う
。
ロ
ッ
ク
は
海
外
貿
易
に
関
与
し
植
民
や
通
商
に
つ
い
て
の
専
門
的

知
見
を
持
っ
て
い
た
。
Ｒ
．タ
ッ
ク
が
指
摘
す
る
よ
う
に
（
前
掲
書
、
六
章
）、『
統
治
二
論
』
に
は
、
植
民
地
へ
の
頻
繁
な
言
及
が
見
ら
れ
、
時
に
そ
の

自
由
主
義
と
帝
国
的
関
与
と
の
結
び
つ
き
が
示
唆
さ
れ
る
。
か
か
る
植
民
地
に
関
連
す
る
活
動
に
つ
い
て
、
古
典
的
に
は
、
ラ
ス
レ
ッ
ト
が
「
連
合
権

力
」
と
関
連
付
け
、
ロ
ッ
ク
の
理
論
の
発
展
に
お
け
る
特
に
重
要
な
も
の
と
し
た
。
こ
の
解
釈
の
背
景
に
は
、
ロ
ッ
ク
自
身
が
通
商
植
民
地
委
員
会
に

関
与
し
て
お
り
、
議
会
に
よ
る
関
与
に
消
極
的
で
あ
っ
た
、
と
い
う
伝
記
的
事
実
へ
の
着
目
が
あ
る
。
ラ
ス
レ
ッ
ト
は
か
か
る
姿
勢
と
「
連
合
権
力
」

に
お
け
る
記
述
と
を
重
ね
合
わ
せ
、
ロ
ッ
ク
を
、
同
意
に
よ
る
統
治
の
提
唱
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
貫
し
た
理
論
的
「
重
商
主
義
者
」
と
解
釈
す
る

の
で
あ
る
。Peter Laslett, John Locke, the Great Recoinage, and the O

rigins of the Board of T
rade: 1695-1698, T

he W
illiam

 and 
M

ary Q
uarterly, N

o. 3 (Jul., 1957), pp. 370-402.  

ま
た
辻
前
掲
論
文
は
、
議
会
を
構
成
す
る
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
に
対
す
る
ロ
ッ
ク
の
不
信
感
を
重

ね
て
解
釈
す
る
（
第
二
部
第
三
章
第
三
節
）。
こ
れ
に
対
し
、「
連
合
権
力
」
は
「
自
然
状
態
」
に
お
け
る
諸
個
人
が
持
っ
て
い
る
法
的
地
位
に
由
来
し
、

植
民
地
の
提
督
や
議
会
と
の
関
係
を
説
明
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ラ
ス
レ
ッ
ト
の
解
釈
は
説
得
的
で
は
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る
。D

unn, T
he Political 

T
hought of John Locke, p. 162.  

私
見
で
は
、
ロ
ッ
ク
の
立
論
に
お
い
て
、
国
家
形
成
に
先
行
し
て
通
商
関
係
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す

る
と
（2. 50, 78-86

）、「
連
合
権
力
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
よ
う
に
国
家
間
の
共
通
の
合
意
に
よ
っ
て
、
土
地
所
有
の
境
界
線
が
あ
る
程
度
確
定

し
て
い
る
状
況
下
で
の
、
他
の
国
々
と
「
戦
争
と
和
平
、
盟
約
と
同
盟
、
そ
の
他
す
べ
て
の
交
渉
を
行
う
権
力
」
と
し
て
主
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（法政研究 85－３・４－662）
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こ
れ
に
対
し
て
、
各
地
の
植
民
地
へ
の
展
開
は
、「
人
類
の
偉
大
な
共
有
地
と
し
て
な
お
残
っ
て
い
る
大
海
」（5. 30

）
を
介
し
て
行
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

陸
に
お
け
る
土
地
の
占
有
と
境
界
線
の
確
定
と
は
異
な
っ
た
論
理
の
展
開
の
余
地
が
あ
る
。
往
々
に
し
て
植
民
に
は
国
王
に
よ
る
勅
許
が
必
要
で
あ
っ
た

が
ゆ
え
に
、
植
民
活
動
や
海
外
貿
易
と
国
王
大
権
と
の
間
に
は
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
と
も
言
え
る
が
、
同
時
に
現
地
で
展
開
す
る
主
体
の
側
か
ら
す

る
と
、
そ
れ
は
自
然
状
態
に
お
け
る
諸
個
人
の
活
動
に
近
い
と
も
言
い
う
る
。
つ
ま
り
、
植
民
や
海
外
貿
易
の
活
動
は
、
土
地
の
面
と
し
て
の
占
有
を
前

提
と
す
る
「
帝
国
」
や
「
主
権
国
家
」
を
軸
と
す
る
国
際
秩
序
に
収
斂
せ
ず
、
各
拠
点
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
「
海
洋
」
秩
序
と
し
て
も
解
釈
可

能
で
は
な
か
ろ
う
か（
海
洋
が「
共
有
地
」で
あ
る
と
の
指
摘
は
、
本
稿
で
も
示
唆
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
貿
易
独
占
に
対
す
る
牽
制
と
も
読
み
う
る
）。
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
先
の
事
例
は
、「
海
洋
」
展
開
を
考
え
る
両
国
に
対
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
陸
の
論
理
で
封
じ
込
め
た
と
も
言
え
る
。

（
62�

）John D
unn, T

he dilem
m

a of hum
anitarian intervention: the executive pow

er of the Law
 of N

ature, after God, in T
he H

istory 
of Political T

heory and other essays, Cam
bridge U

niversity Press, 1996. 

（
63�

）
本
稿
で
は
詳
述
で
き
な
い
が
、『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
連
合
権
力
」
の
欠
如
と
主
権
論
の
弱
さ
は
、
中
規
模
国
家
が
相
互
依
存
し
な
が
ら
平
和
裏

に
併
存
し
、
相
互
に
勢
力
を
均
衡
さ
せ
る
と
い
う
国
際
秩
序
観
に
基
づ
く
、
対
外
的
脅
威
の
希
薄
さ
と
関
連
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
と
し
て
は
対

外
的
脅
威
を
強
調
す
る
よ
り
も
、
対
外
的
脅
威
を
封
じ
込
め
る
よ
う
な
言
説
・
世
界
観
の
普
及
に
関
心
が
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
「im

perium
 vs respublica?

」
を
参
照
。
ま
た
、
王
権
の
強
化
と
対
外
的
脅
威
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
フ

ラ
ン
ス
政
治
思
想
史
に
お
け
る
複
合
国
家
論
と
主
権
論
」
岩
井
淳
・
竹
澤
祐
丈
編
『
複
合
国
家
論
の
可
能
性
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
近
刊
も
参
照
。

（
64�

）
高
坂
正
尭
『
古
典
外
交
の
成
熟
と
崩
壊
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
年
。

（
65�

）
Ｅ
．Ｈ
．カ
ー
『
危
機
の
二
十
年
』
原
彬
久
訳
、
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
一
年
、
第
一
章
（
原
著
一
九
三
九
年
）。

（85－３・４－663）


